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「法形成における適正手続」概念の形成
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形
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に
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け
る
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正
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続
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メ
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カ
に
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け
る
議
論
の
意
義
と
可
能
性
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一
　
は
じ
め
に

　
法
律
の
合
憲
性
審
査
の
際
に
、
裁
判
所
が
法
律
制
定
過
程
に
お
け
る
手
続
的
な
瑕
疵
の
み
を
理
由
と
し
て
法
律
を
違
憲
と
す
る
純
粋
な

意
味
で
の
手
続
審
査
と
は
異
な
り
、
法
律
の
実
体
審
査
の
一
部
と
し
て
立
法
府
の
判
断
形
成
過
程
を
審
査
内
容
に
包
含
す
る
準
手
続
審
査

（sem
iprocedural review

）
が
、
近
年
の
欧
州
人
権
裁
判
所
、
欧
州
司
法
裁
判
所
、
さ
ら
に
は
ド
イ
ツ
を
は
じ
め
と
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各

国
の
憲
法
裁
判
所
の
み
な
ら
ず
、
ア
メ
リ
カ
の
連
邦
最
高
裁
の
判
例
に
も
見
出
せ
る
こ
と
を
筆
者
は
指
摘
し
た
こ
と
が
あ（
1
）る。

そ
し
て
、

よ
り
重
要
な
こ
と
に
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
準
手
続
審
査
は
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ス
裁
判
官
の
主
導
に
よ
っ
て
展
開
さ（
2
）れ、
そ
の
背
景
に
「
法

形
成
に
お
け
る
適
正
手
続
（due process of law
m
aking

）」
概
念
が
存
在
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し（
3
）た。

　
本
論
文
で
は
、「
法
形
成
に
お
け
る
適
正
手
続
」
と
い
う
概
念
が
、
一
九
七
〇
年
代
の
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
、
い
か
な
る
根
拠
・
内
容

を
持
つ
も
の
と
し
て
形
成
さ
れ
て
き
た
の
か
を
、
代
表
的
論
者
の
見
解
を
手
掛
か
り
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
よ
り
具
体

的
に
は
、
当
時
の
ア
メ
リ
カ
連
邦
最
高
裁
で
採
用
さ
れ
て
い
た
厳
格
な
二
層
ア
プ
ロ
ー
チ
の
問
題
（
違
憲
の
結
論
の
先
取
り
、
経
済
的
自
由

に
関
す
る
事
実
上
の
無
審
査
）
を
克
服
し
よ
う
と
す
る
流
れ
の
中
に
当
該
概
念
の
提
唱
は
位
置
付
け
ら
れ
る
の
か
、
さ
ら
に
は
こ
う
し
た
動

向
が
「
民
主
的
な
政
治
過
程
を
維
持
す
る
」
こ
と
を
裁
判
所
の
主
た
る
任
務
と
考
え
る
プ
ロ
セ
ス
理
論
と
親
和
的
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
当
該
概
念
形
成
時
の
到
達
点
な
い
し
限
界
点
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
裁
判
所
に
よ
る
緩
や
か
な
審
査
が
行
わ

れ
て
い
る
領
域
に
司
法
的
統
制
の
活
路
を
見
出
そ
う
と
す
る
準
手
続
審
査
の
理
論
的
根
拠
と
そ
の
射
程
を
検
討
す
る
際
に
意
義
あ
る
も
の

と
筆
者
に
は
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
目
的
に
沿
っ
て
、
本
論
文
で
は
、
立
法
府
の
判
断
形
成
過
程
に
着
目
す
る
「
法
形
成
に
お
け
る
適
正
手
続
」
概
念
を
三
つ

の
類
型
に
整
理
し
た
う
え
で
（
第
二
章
）、
代
表
的
論
者
で
あ
る
リ
ン
デ
（H

ans A. Linde
）
の
議
論
を
取
り
上
げ
る
と
と
も
に
（
第
三
章
）、
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こ
う
し
た
議
論
の
検
討
を
行
う
（
第
四
章
）
こ
と
に
し
た
い
。

二
　「
法
形
成
に
お
け
る
適
正
手
続
」
概
念
の
諸
類
型

　
ア
メ
リ
カ
の
連
邦
裁
判
所
や
州
裁
判
所
が
、
時
に
立
法
過
程
を
よ
り
積
極
的
に
監
視
す
る
こ
と
で
、
立
法
府
に
お
け
る
熟
議
を
促
進
し

て
き
た
こ
と
を
、「
構
造
的
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
（structural due process

）」
や
「
法
形
成
に
お
け
る
適
正
手
続
」
と
い
う
概
念
で
説
明

す
る
論
者
が
い（
4
）る。

彼
ら
は
、「
政
策
が
形
成
・
実
施
さ
れ
る
構（
5
）造」

や
立
法
過
程
の
重
要
性
に
対
す
る
注
意
喚
起
を
行
い
、
ま
た
、
裁

判
所
に
は
例
外
的
な
ケ
ー
ス
を
除
き
、
あ
る
立
法
が
公
的
な
価
値
を
適
切
に
促
進
す
る
か
否
か
を
評
価
す
る
こ
と
よ
り
も
、「
熟
議
的
で
、

民
主
的
責
任
の
あ
る
政
府
に
よ
る
適
正
手
続
の
青
写（
6
）真」

を
描
く
能
力
が
あ
る
こ
と
を
重
視
す
る
。
本
章
で
は
、
法
形
成
に
お
け
る
適
正

手
続
概
念
の
提
唱
者
が
代
表
的
な
判
例
と
し
て
位
置
付
け
る
一
九
七
一
年
の
ハ
ン
プ
ト
ン
対
モ
ウ
・
ス
ン
・
ウ
ォ
ン
（H

am
pton v. M

ow
 

Sun W
ong

）
事（
7
）件を

確
認
し
た
う
え
で
、
当
該
概
念
を
三
つ
の
類
型
に
区
分
し
、
各
々
の
内
容
を
見
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

㈠
　
代
表
的
判
例
と
し
て
の
モ
ウ
・
ス
ン
・
ウ
ォ
ン
事
件

　
本
件
は
、
連
邦
の
人
事
委
員
会
（Civil Service Com

m
ission

）
が
一
九
七
〇
年
代
に
外
国
人
を
あ
ら
ゆ
る
連
邦
の
公
務
員
雇
用
か
ら
排

除
す
る
政
策
に
関
し
て
、
永
住
権
を
有
す
る
五
人
の
外
国
人
が
、
連
邦
の
公
務
員
雇
用
か
ら
の
排
除
が
修
正
五
条
の
侵
害
に
あ
た
る
と
し

て
訴
訟
を
提
起
し
た
事
件
で
あ
る
。
な
お
、
本
件
で
は
、
公
務
員
法
三
三
〇
一（
8
）条が

外
国
人
の
公
務
就
任
を
排
除
し
て
い
な
い
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
行
政
命
令
一
〇
五
七
七（
9
）号が
「
市
民
」
に
限
定
す
る
こ
と
で
外
国
人
排
除
を
是
認
し
、
人
事
委
員
会
規
）
10
（
則
が
外
国
人
を
全
面
排

除
す
る
規
定
を
設
け
た
と
い
う
経
緯
が
あ
る
。

　
連
邦
最
高
裁
は
五
対
四
で
、
本
件
で
問
題
と
な
っ
た
人
事
委
員
会
規
則
を
違
憲
と
判
断
し
た
第
九
巡
回
区
連
邦
控
訴
裁
判
所
の
判
）
11
（
決
を
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支
持
し
た
。
法
廷
意
見
を
執
筆
し
た
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ス
裁
判
官
は
、
外
国
人
が
社
会
的
・
経
済
的
に
不
利
な
立
場
に
置
か
れ
て
き
た
こ
と

を
認
め
、
連
邦
の
公
務
員
雇
用
か
ら
外
国
人
を
排
除
す
る
こ
と
は
、
自
由
と
い
う
利
益
の
剝
奪
た
る
「
付
加
的
不
利
益
（added 

disadvantage

）」
を
課
す
も
の
で
あ
る
と
し
）
12
（
た
。
そ
し
て
、
こ
の
自
由
の
剝
奪
は
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
条
項
（
修
正
五
条
）
に
違
反
す
る
と

結
論
付
け
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
法
廷
意
見
は
当
該
委
員
会
規
則
を
違
憲
と
判
断
す
る
際
に
、
単
に
平
等
保
護
に
依
拠
し
た
の
で
は
な
く
、
法
形
成
の
適
正
手

続
と
い
う
観
点
か
ら
結
論
を
導
い
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
法
廷
意
見
は
、
連
邦
政
府
が
外
国
人
を
規
制
す
る
権
限
を
有
し
な
い
と
判
断

せ
ず
、
連
邦
政
府
に
は
州
政
府
に
は
な
い
外
国
人
排
除
の
た
め
の
正
当
な
根
拠
が
存
在
す
る
こ
と
を
認
）
13
（

め
、
連
邦
政
府
の
有
す
る
固
有
の

利
益
と
当
該
委
員
会
規
則
の
平
等
原
則
違
反
の
要
素
と
を
調
整
す
る
形
で
結
論
を
導
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
）
14
（
る
。
そ
の
こ
と
は
、
以
下
の

法
廷
意
見
に
表
れ
て
い
る
。

　
ま
ず
、
法
廷
意
見
は
、
州
の
場
合
に
は
修
正
一
四
条
に
基
づ
く
審
査
を
通
過
で
き
な
い
よ
う
な
場
合
で
も
、
連
邦
の
場
合
に
は
平
等
保

護
条
項
を
侵
害
す
る
よ
う
な
差
別
的
規
則
に
対
す
る
正
当
化
理
由
と
し
て
優
越
的
国
家
利
益
（overriding national interest

）
を
主
張
で

き
る
が
、
そ
の
際
に
、「
デ
ュ
ー

0

0

0

・
プ
ロ
セ
ス
は

0

0

0

0

0

、
当
該
規
則
に
よ
っ
て
そ
の
よ
う
な
利
益
に
資
す
る
こ
と
が
実
際
に
意
図
さ
れ
て
い
た

こ
と
を
推
定
す
る
だ
け
の
正
統
な
根
拠

0

0

0

0

0

が
存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
要
求
し
て
い
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」）
15
（

（
傍
点
筆
者
）
と
し
た
。

　
そ
の
う
え
で
、
法
廷
意
見
は
、
当
該
委
員
会
規
則
を
正
当
化
す
る
た
め
に
提
示
さ
れ
た
三
つ
の
根
拠
の
う
ち
二
つ
（
外
交
交
渉
の
切
り

札
、
帰
化
の
促
進
）
を
退
け
、
三
つ
目
の
公
務
の
効
率
の
増
進
と
い
う
利
益
を
認
め
、
そ
れ
に
基
づ
き
主
張
さ
れ
た
理
由
の
う
ち
、
合
衆

国
へ
の
高
度
の
忠
誠
を
要
求
す
る
機
密
を
扱
う
地
位
を
保
護
す
る
と
い
う
主
張
の
み
を
支
持
し
た
の
で
あ
）
16
（

る
。
し
か
し
、
法
廷
意
見
は
人

事
委
員
会
が
当
該
規
制
の
目
的
と
そ
れ
に
よ
っ
て
失
わ
れ
る
利
益
と
を
公
平
に
衡
量
し
て
い
な
い
と
し
、
大
統
領
ま
た
は
議
会
が
外
国
人

排
除
の
方
針
を
合
憲
的
に
採
用
で
き
る
こ
と
を
前
提
に
し
つ
つ
も
、
当
該
人
事
委
員
会
規
則
を
違
憲
と
判
断
し
た
の
で
あ
る
。

　
モ
ウ
・
ス
ン
・
ウ
ォ
ン
事
件
の
法
廷
意
見
は
当
該
規
則
を
違
憲
と
判
断
し
な
が
ら
も
、（
行
政
機
関
に
よ
る
裁
量
の
逸
脱
濫
用
と
い
う
単
純
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な
問
題
で
は
な
く
）
当
該
規
則
が
持
つ
外
国
人
差
別
と
い
う
重
大
な
問
題
を
立
法
府
や
大
統
領
に
再
度
検
討
す
る
余
地
を
残
し
た
こ
と
が

特
徴
的
で
あ
り
、
こ
の
点
で
、
法
形
成
に
お
け
る
適
正
手
続
の
考
え
方
を
採
用
し
た
と
言
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
本
件
は
実
体
審
査
で
は
な

く
、
判
断
形
成
の
構
造
を
強
化
す
る
と
い
う
方
途
を
取
る
こ
と
で
、
政
府
に
よ
る
侵
害
か
ら
人
権
を
保
障
す
る
試
み
を
行
っ
た
と
位
置
付

け
ら
れ
る
の
で
あ
）
17
（
る
。㈡

　
三
つ
の
類
型

　
前
述
の
代
表
的
判
例
に
見
ら
れ
る
こ
の
概
念
は
、
各
論
者
に
見
解
の
一
致
が
見
ら
れ
ず
、
判
例
で
も
一
貫
し
た
形
で
適
用
さ
れ
て
い
な

い
が
、
以
下
の
三
つ
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
）
18
（
る
。

1　

機
関
の
正
統
性
モ
デ
ル

　
こ
の
モ
デ
ル
は
、
法
形
成
に
お
け
る
適
正
な
手
続
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
法
形
成
を
実
際
に
担
う
機
関
（
大
統
領
、
議
会
、
行
政
機

関
）
が
正
統
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
点
を
重
視
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
モ
デ
ル
の
下
で
は
、
裁
判
所
は
あ
る
政
策
を
立
案
・
実

施
す
る
の
に
相
応
し
く
な
い
機
関
が
行
っ
た
権
利
侵
害
に
関
す
る
重
大
な
判
断
を
、
機
関
の
正
統
性
の
観
点
か
ら
退
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

た
だ
し
、
こ
の
モ
デ
ル
の
下
で
は
、
こ
う
し
た
問
題
を
扱
う
適
格
を
有
す
る
他
の
機
関
が
同
内
容
の
政
策
を
再
度
実
施
す
る
可
能
性
が
残

さ
れ
て
い
る
。

　
前
述
の
モ
ウ
・
ス
ン
・
ウ
ォ
ン
事
件
は
、
連
邦
の
人
事
委
員
会
が
連
邦
の
公
務
員
雇
用
か
ら
外
国
人
を
排
除
す
る
規
則
を
制
定
し
得
る

適
格
を
有
す
る
機
関
で
は
な
い
（
委
任
の
範
囲
外
）
と
い
う
観
点
か
ら
当
該
規
則
を
違
憲
と
判
断
す
る
こ
と
で
、
連
邦
議
会
や
大
統
領
に

同
内
容
の
政
策
を
再
度
検
討
す
る
余
地
を
残
し
た
こ
と
か
ら
、
機
関
の
正
統
性
モ
デ
ル
に
位
置
付
け
ら
れ
る
。
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2　

熟
議
モ
デ
ル

　
こ
の
モ
デ
ル
は
、
法
形
成
に
お
け
る
適
正
な
手
続
を
確
保
す
る
た
め
に
、
法
形
成
過
程
に
お
い
て
熟
議
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
重
視

す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
モ
デ
ル
の
下
で
は
、
裁
判
所
は
憲
法
あ
る
い
は
法
律
に
設
け
ら
れ
た
手
続
規
定
に
従
う
の
み
な
ら
ず
、
判
断
形

成
過
程
に
お
い
て
立
法
府
が
実
際
に
十
分
な
熟
議
を
経
て
判
断
を
行
っ
た
こ
と
を
示
す
証
拠
を
要
求
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
熟
議
モ
デ
ル

を
採
用
し
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
る
の
が
、
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ス
裁
判
）
19
（

官
と
サ
ン
ダ
ロ
ウ
（Terrance Sandalow

）
で
あ
）
20
（

る
。
以
下
、
各
々
の

主
張
内
容
を
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

　（
1
）　
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ス
裁
判
官

　
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ス
裁
判
官
は
法
形
成
に
お
け
る
適
正
手
続
の
概
念
を
採
用
し
て
お
り
（
本
論
文
脚
注
（
2
）
を
参
照
）、
そ
の
理
論
的
背

景
に
は
リ
ン
デ
の
議
論
が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
実
態
は
、
当
該
概
念
の
主
た
る
提
唱
者
で
あ
る
リ
ン
デ
（
後
述
の
手
続
遵
守
モ
デ
ル
に
属

す
る
）
よ
り
も
拡
張
的
に
用
い
て
い
る
。
そ
の
こ
と
が
分
か
る
の
が
、
デ
ラ
ウ
ェ
ア
州
部
族
経
済
委
員
会
対
ウ
ィ
ー
ク
ス
（D

elaw
are 

Tribal Business Com
m
ittee v. W

eeks

）
事
）
21
（
件
で
示
し
た
以
下
の
判
示
で
あ
る
。
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ス
裁
判
官
は
、
自
ら
の
反
対
意
見
の
中
で
、

リ
ン
デ
の
論
文
を
引
用
し
つ
つ
、
本
件
で
問
題
と
な
っ
た
法
律
が
「
修
正
一
条
が
保
障
す
る
『
法
形
成
に
お
け
る
適
正
手
続
』
な
し
に
財

産
を
剝
奪
）
22
（
し
」
た
と
指
摘
し
た
が
、
そ
の
際
に
当
該
法
律
を
制
定
す
る
際
に
認
め
ら
れ
た
立
法
手
続
に
従
っ
た
場
合
で
さ
え

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

も
、
当
該
法

律
は
違
憲
で
あ
る
と
述
べ
た
の
で
あ
）
23
（

る
。

　
こ
の
熟
議
モ
デ
ル
を
採
用
す
る
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ス
裁
判
官
は
、
リ
ン
デ
の
み
な
ら
ず
、
サ
ン
ダ
ロ
ウ
か
ら
も
影
響
を
受
け
て
い
る
。
ス

テ
ィ
ー
ブ
ン
ス
裁
判
官
は
、
サ
ン
ダ
ロ
ウ
の
論
）
24
（

文
を
引
用
し
つ
つ
、
基
本
的
な
社
会
的
価
値
（fundam

ental social values

）
が
問
題
と
な

る
場
合
の
司
法
審
査
は
、
立
法
府
に
お
け
る
熟
議
の
レ
ベ
ル
に
焦
点
を
当
て
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
す
）
25
（
る
。
さ
ら
に
、
サ
ン
ダ
ロ
ウ
の
理

論
に
基
づ
き
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ス
裁
判
官
は
、
立
法
府
の
選
択
の
妥
当
性
に
関
す
る
裁
判
所
に
よ
る
審
査
は
、
実
体
審
査
よ
り
も
、
適
切
に

熟
議
が
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
理
由
に
違
憲
と
す
る
方
が
望
ま
し
い
と
主
張
す
る
の
で
あ
）
26
（

る
。
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　（
2
）　
サ
ン
ダ
ロ
ウ

　
で
は
、
熟
議
モ
デ
ル
に
属
す
る
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ス
裁
判
官
が
引
用
す
る
サ
ン
ダ
ロ
ウ
の
議
論
と
は
い
か
な
る
も
の
な
の
か
。
サ
ン
ダ
ロ

ウ
論
文
の
内
容
を
確
認
し
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。

　
サ
ン
ダ
ロ
ウ
は
、
カ
ロ
リ
ー
ヌ
・
プ
ロ
ダ
ク
ツ
事
）
27
（
件
の
ス
ト
ー
ン
裁
判
官
の
脚
注
四
に
基
づ
き
、
裁
判
所
に
少
数
者
保
護
の
特
別
の
責

任
が
あ
る
こ
と
を
強
調
す
）
28
（

る
。
た
だ
し
、
サ
ン
ダ
ロ
ウ
は
、
少
数
者
の
利
益
に
対
す
る
最
も
深
刻
な
脅
威
に
対
抗
し
て
少
数
者
を
保
護
す

る
こ
と
を
裁
判
所
に
認
め
る
一
方
で
、
法
に
よ
っ
て
表
明
さ
れ
た
諸
価
値
を
決
定
す
る
た
め
の
代
表
機
関
た
る
議
会
の
最
終
的
権
限
を
尊

重
す
る
と
い
う
、
双
方
の
均
衡
を
図
っ
た
裁
判
所
の
役
割
論
を
提
示
す
る
こ
と
を
重
視
す
）
29
（

る
。
か
つ
て
は
財
産
権
侵
害
へ
の
恐
怖
が
あ
っ

た
が
、
近
年
で
は
表
現
の
自
由
や
他
の
非
経
済
的
権
利
に
対
す
る
侵
害
が
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
何
れ
も
憲
法
が
多
数
派
に
も
少
数
派
に

も
認
め
て
い
る
諸
権
利
を
尊
重
す
る
こ
と
に
関
す
る
政
治
的
多
数
派
へ
の
信
頼
の
欠
如
が
存
在
し
、
こ
う
し
た
場
合
に
民
主
主
義
の
欠
陥

を
是
正
す
る
存
在
と
し
て
司
法
審
査
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
実
際
に
裁
判
官
が
法
の
伝
統
の
中
で
訓
練
を
受
け
、
さ
ら
に
世
論

の
圧
力
（popular pressure

）
か
ら
隔
離
さ
れ
て
お
り
、
立
法
者
よ
り
も
憲
法
の
限
界
を
尊
重
す
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
る
た
め
で
あ

る
。
た
だ
し
問
題
が
生
じ
る
の
は
、
議
会
が
制
定
し
た
法
律
が
違
憲
か
否
か
を
判
断
す
る
と
き
で
あ
り
、
そ
こ
で
生
じ
る
の
は
憲
法
の
意

味
内
容
に
関
す
る
議
論
が
ま
さ
に
そ
の
争
点
の
核
心
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
際
に
司
法
審
査
を
擁
護
す
る
た
め
に
は
、
単
に
憲
法
上

の
限
界
を
尊
重
す
る
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
な
ぜ
裁
判
所
が
、
議
会
よ
り
も
憲
法
の
意
味
内
容
に
関
す
る
論
争
を
解
決
す
る
た
め
の
最

終
的
権
限
を
有
す
る
べ
き
か
と
い
う
問
題
を
受
け
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
）
30
（

る
。

　
そ
こ
で
、
サ
ン
ダ
ロ
ウ
は
、
少
数
者
を
保
護
す
る
際
に
正
統
に
な
し
得
る
役
割
を
定
義
し
、
正
当
化
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
憲
法
判
断

に
関
す
る
適
切
な
根
拠
と
民
主
主
義
に
お
け
る
裁
判
所
の
権
限
の
適
切
な
限
界
の
中
で
達
成
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
）
31
（
る
。
サ
ン
ダ

ロ
ウ
は
、
単
に
カ
ロ
リ
ー
ヌ
・
プ
ロ
ダ
ク
ツ
事
件
判
決
で
示
さ
れ
た
「
切
り
離
さ
れ
、
孤
立
し
た
少
数
者
（insular and discrete 

m
inorities

）」
と
い
う
だ
け
で
立
法
府
の
判
断
を
覆
し
得
る
裁
判
所
の
審
査
の
優
位
性
を
唱
え
る
こ
と
に
は
否
定
的
で
あ
り
、
立
法
府
に
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対
し
て
払
わ
れ
る
敬
譲
に
配
慮
す
る
こ
と
を
重
視
す
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
う
し
た
立
論
は
、
サ
ン
ダ
ロ
ウ
が
少
数
者
保
護
を
否
定

す
る
こ
と
に
あ
る
の
で
は
な
）
32
（

く
、
裁
判
所
に
よ
る
救
済
の
理
論
的
正
当
化
に
関
す
る
議
論
が
不
十
分
と
考
え
て
い
る
こ
と
に
拠
る
も
の
で

あ
る
こ
と
に
は
注
意
を
要
す
る
。

　
こ
の
点
、
サ
ン
ダ
ロ
ウ
は
、
伝
統
的
な
憲
法
論
に
お
い
て
政
府
の
行
為
に
先
行
す
る
判
断
形
成
過
程
が
当
該
行
為
の
正
当
性
に
と
っ
て

無
関
係
な
も
の
と
考
え
ら
れ
て
き
た
の
は
、
憲
法
上
の
準
則
が
憲
法
の
中
に
深
く
根
付
き
、
か
つ
憲
法
か
ら
導
か
れ
る
と
い
う
見
地
に

立
っ
た
も
の
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。
こ
の
立
場
に
よ
れ
ば
、
政
府
の
行
為
は
憲
法
か
ら
導
か
れ
る
諸
準
則
に
合
致
す
る
の
か
と
い
う
点
の

み
が
問
題
と
な
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
に
先
行
す
る
判
断
形
成
過
程
を
見
る
必
要
が
な
い
の
で
あ
）
33
（

る
。
こ
う
し
た
考
え
方
と
は
対
照
的
に
、

サ
ン
ダ
ロ
ウ
は
、
憲
法
を
進
展
す
る
社
会
的
規
範
（evolving social norm

s

）
の
表
明
で
あ
る
と
理
解
す
る
場
合
に
は
、
こ
れ
ま
で
に
無

視
さ
れ
て
き
た
議
会
の
判
断
形
成
過
程
は
重
要
な
も
の
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
と
す
）
34
（

る
。
そ
の
た
め
、
政
府
の
行
為
が
社
会
的
規
範

と
適
合
す
る
か
否
か
の
判
断
は
、
こ
う
し
た
理
由
か
ら
、
諸
規
範
が
構
築
さ
れ
る
べ
き
プ
ロ
セ
ス
（
判
断
形
成
過
程
）
と
密
接
な
関
係
を

持
つ
こ
と
に
な
る
と
考
え
る
わ
け
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
適
合
性
を
審
査
す
る
際
に
、
裁
判
所
は
問
題
と
な
っ
た
結
果
が
導
か
れ

た
判
断
形
成
過
程
を
理
由
に
し
て
、
政
府
の
行
為
が
そ
れ
ら
の
規
範
を
構
築
す
る
も
の
と
し
て
理
解
さ
れ
る
の
か
を
判
断
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
サ
ン
ダ
ロ
ウ
の
議
論
は
、
あ
ら
ゆ
る
立
法
が
立
法
府
に
よ
っ
て
十
分
な
検
討
を
受
け
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
け
を
理
由
に

し
て
裁
判
所
が
違
憲
と
す
べ
き
と
は
考
え
て
い
な
）
35
（

い
。
む
し
ろ
、
基
本
的
な
も
の
と
考
え
ら
れ
る
価
値
を
政
府
が
制
約
す
る
場
合
に
、
当

該
行
為
は
熟
議
を
経
た
も
の
で
、
か
つ
多
く
の
者
の
賛
同
を
得
た
（broadly based

）
政
治
的
判
断
に
基
づ
く
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
す
る
。
ま
た
、
政
府
の
行
為
が
そ
の
よ
う
な
価
値
を
侵
害
す
る
と
い
う
主
張
が
強
け
れ
ば
、
当
該
行
為
に
つ
き
、
社
会
を
代
弁
す
る

こ
と
の
権
限
を
付
与
さ
れ
る
だ
け
の
プ
ロ
セ
ス
の
産
物
で
あ
る
こ
と
を
確
実
に
す
る
必
要
性
が
強
ま
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
た
め
、
こ
の

よ
う
な
審
査
を
行
う
裁
判
所
は
、
サ
ン
ダ
ロ
ウ
が
懸
念
す
る
よ
う
な
民
主
主
義
を
監
視
す
る
機
関
と
は
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
の
裁
判
所
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は
、
複
雑
な
社
会
に
お
い
て
、
政
府
の
行
為
が
社
会
の
基
本
的
価
値
か
ら
逸
脱
し
て
い
な
い
こ
と
を
確
実
に
す
る
に
過
ぎ
な
い
か
ら
な
の

で
あ
）
36
（

る
。

　
し
た
が
っ
て
、
司
法
審
査
を
こ
の
よ
う
に
理
解
す
る
な
ら
ば
、
裁
判
所
は
議
会
に
お
い
て
熟
議
を
経
た
政
治
的
判
断
に
対
し
て
は
敬
譲

を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た
特
徴
を
有
す
る
こ
と
か
ら
、
サ
ン
ダ
ロ
ウ
は
、
裁
判
所
の
こ
の
よ
う
な
権
限
を

「
未
決
定
状
態
の
拒
否
権
（suspensive v

）
37
（eto

）」
と
呼
ぶ
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
た
と
え
こ
の
観
点
か
ら
あ
る
法
律
が
違
憲
と
判
断
さ
れ
た

と
し
て
も
、
議
会
は
適
切
な
手
続
（
社
会
的
規
範
の
構
築
プ
ロ
セ
ス
）
を
経
た
後
で
あ
れ
ば
、
同
様
の
立
法
を
再
度
制
定
す
る
余
地
が
残
さ

れ
て
い
る

―
裁
判
所
が
そ
の
余
地
を
残
し
て
い
る

―
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
な
の
で
あ
る
。

　
サ
ン
ダ
ロ
ウ
の
議
論
は
、「
法
形
成
に
お
け
る
適
正
手
続
」
と
い
う
語
句
を
用
い
て
い
な
い
も
の
の
、
基
本
的
な
価
値
を
侵
害
す
る
よ

う
な
場
面
で
立
法
府
の
判
断
形
成
過
程
に
着
目
し
た
審
査
を
行
う
こ
と
が
、
立
法
府
の
表
明
す
る
「
公
益
」
が
正
統
性
を
担
保
す
る
た
め

に
重
要
な
も
の
で
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
、
こ
う
し
た
審
査
は
裁
判
所
が
「
未
決
定
状
態
の
拒
否
権
」
を
行
使
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
た

め
、
実
体
審
査
よ
り
も
民
主
主
義
と
の
関
係
で
緊
張
を
生
じ
さ
せ
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
見
解
で
あ
り
、
ま
さ
に
熟
議
モ
デ
ル
に
属
す

る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

3　

手
続
遵
守
モ
デ
ル

　
こ
の
モ
デ
ル
は
、
法
形
成
に
お
け
る
適
正
な
手
続
を
確
保
す
る
た
め
に
、
前
述
の
二
つ
の
モ
デ
ル
の
よ
う
な
機
関
の
正
統
性
や
熟
議
を

重
視
す
る
の
で
は
な
く
、
正
規
の
手
続
（procedural regularity
）
を
重
視
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
モ
デ
ル
の
下
で
は
、
裁
判
所
は
立
法

府
に
対
し
て
、
憲
法
あ
る
い
は
法
律
に
規
定
さ
れ
た
立
法
手
続
な
い
し
議
事
手
続
を
遵
守
す
る
こ
と
を
要
求
す
る
。
対
等
な
機
関
を
尊
重

す
る
と
い
う
こ
と
は
、
例
外
的
な
場
合
を
除
き
、
裁
判
所
に
よ
る
立
法
過
程
へ
の
介
入
が
禁
止
さ
れ
る
が
、
連
邦
最
高
裁
は
し
ば
し
ば
立

法
府
に
対
し
て
憲
法
あ
る
い
は
法
律
に
規
定
さ
れ
た
手
続
の
遵
守
を
求
め
て
き
た
こ
と
が
こ
の
モ
デ
ル
の
根
拠
と
さ
れ
）
38
（

る
。
こ
の
手
続
遵

守
モ
デ
ル
を
判
例
上
採
用
し
た
と
指
摘
さ
れ
る
の
が
一
九
六
九
年
の
パ
ウ
エ
ル
対
マ
コ
ー
マ
ッ
ク
（Pow

ell v. M
cCorm

ack

）
事
）
39
（
件
で
あ
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り
、
こ
の
モ
デ
ル
に
属
す
る
論
者
と
し
て
リ
ン
デ
が
挙
げ
ら
れ
る
。
リ
ン
デ
の
主
張
に
つ
い
て
は
次
章
で
扱
う
こ
と
に
し
、
こ
こ
で
は
パ

ウ
エ
ル
事
件
を
確
認
し
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。

　
本
件
は
、
下
院
議
員
に
当
選
し
た
原
告
で
あ
る
パ
ウ
エ
ル
（Adam

 Crayton Pow
ell, Jr.

）
が
委
員
長
を
務
め
る
教
育
労
働
委
員
会
で
パ

ウ
エ
ル
と
事
務
局
職
員
に
よ
る
虚
偽
の
旅
費
支
出
、
パ
ウ
エ
ル
の
妻
に
対
す
る
違
法
な
報
酬
支
払
が
な
さ
れ
た
と
い
う
調
査
報
告
書
の
内

容
を
理
由
に
下
院
が
パ
ウ
エ
ル
の
議
席
を
認
め
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
処
分
の
違
憲
性
が
争
わ
れ
た
事
件
で
あ
る
。
一
九
六
七
年
一

月
の
第
九
〇
議
会
の
招
集
に
際
し
て
、
下
院
は
パ
ウ
エ
ル
の
議
員
資
格
審
査
の
た
め
の
特
別
委
員
会
を
設
け
、
当
委
員
会
は
第
九
〇
議
会

の
議
員
と
し
て
宣
誓
し
て
就
任
す
る
こ
と
は
認
め
る
が
、
懲
罰
と
し
て
四
万
ド
ル
の
罰
金
と
先
任
者
優
先
（seniority

）
の
剝
奪
を
命
じ

る
こ
と
を
勧
告
す
る
報
告
書
を
提
出
し
た
。
下
院
は
こ
の
勧
告
に
応
え
て
、
パ
ウ
エ
ル
の
議
員
資
格
を
認
め
ず
、
そ
の
議
席
は
欠
員
と
す

る
と
の
修
正
を
二
四
八
対
一
七
六
で
採
択
、
ま
た
議
長
は
そ
の
修
正
を
含
む
決
議
案
は
過
半
数
で
成
立
す
る
と
裁
定
し
、
下
院
決
議
二
七

八
号
は
三
〇
七
対
一
一
六
で
可
決
さ
れ
た
。

　
こ
の
問
題
に
関
す
る
解
決
手
段
と
し
て
、
合
衆
国
憲
法
に
は
下
院
議
員
の
資
格
に
つ
い
て
幾
つ
か
の
規
定
が
存
在
す
る
。
た
と
え
ば
、

合
衆
国
憲
法
一
条
二
節
二
項
で
は
、
年
齢
が
二
五
歳
に
達
し
て
い
る
こ
と
、
合
衆
国
市
民
と
な
っ
て
か
ら
七
年
を
経
て
い
る
こ
と
、
選
挙

さ
れ
た
と
き
に
選
出
さ
れ
た
州
で
州
の
住
民
で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
同
条
五
節
一
項
で
、
各
議
院
が
議
員
の
選
挙
、

得
票
結
果
お
よ
び
資
格
に
つ
い
て
の
裁
判
官
で
あ
る
こ
と
、
同
条
五
節
二
項
で
、
各
議
院
に
規
則
制
定
権
を
認
め
て
い
る
。
し
か
し
、
本

件
の
法
廷
意
見
は
議
院
運
営
上
の
権
限
の
一
般
的
な
授
権
は
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
下
院
に
対
し
て
憲
法
に
明
確
に
規
定
さ
れ
た
要
件
に
新

た
な
条
件
を
付
加
す
る
こ
と
ま
で
は
認
め
て
い
な
い
と
判
断
し
た
。
ま
た
、
各
議
院
は
同
条
五
節
二
項
で
三
分
の
二
の
同
意
が
あ
れ
ば
議

員
を
除
名
で
き
る
権
限
を
付
与
さ
れ
て
お
り
、
本
件
で
の
最
後
の
投
票
で
は
こ
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
も
の
の
、
法
廷
意
見
は
そ
の
効

力
を
認
め
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
第
一
に
、
本
件
処
分
の
対
象
と
な
る
パ
ウ
エ
ル
の
行
為
は
第
九
〇
議
会
招
集
以
前
に
行
わ
れ
た
も
の
で
、
前
会
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期
中
の
行
為
を
理
由
に
議
員
を
除
名
す
る
こ
と
は
先
例
の
観
点
か
ら
も
認
め
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
り
、
第
二
に
、「
除
名
（exclusion

）」

で
は
な
く
「
除
籍
（expulsion

）」
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
憲
法
で
明
示
的
に
定
め
る
議
員
資
格
要
件
の
す
べ
て
を
満
た
す
者
を
除
籍
す

る
権
限
は
議
院
に
与
え
ら
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
法
廷
意
見
は
、
憲
法
は
有
権
者
か
ら
の
多
数
の
投
票
に
よ
っ
て
獲

得
し
た
議
員
た
る
資
格
を
否
定
す
る
裁
量
権
を
連
邦
議
会
に
付
与
し
て
お
ら
ず
、
同
条
五
節
は
憲
法
に
明
示
的
に
規
定
す
る
資
格
要
件
に

つ
い
て
の
み
判
定
す
る
こ
と
を
連
邦
議
会
に
「
明
文
を
も
っ
て
明
示
的
に
委
任
」
し
て
い
る
と
判
示
し
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
パ
ウ
エ
ル
事
件
は
議
院
（
と
り
わ
け
下
院
）
の
自
律
権
が
問
題
と
な
っ
た
事
件
で
あ
る
が
、
立
法
府
が
正
規
の
手
続

を
遵
守
し
て
い
る
か
否
か
を
重
視
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
連
邦
最
高
裁
は
判
断
を
行
っ
て
お
り
、
手
続
遵
守
モ
デ
ル
に
属
す
る
と
さ
れ
る
。

つ
ま
り
、
こ
の
モ
デ
ル
の
下
で
は
、
立
法
府
が
憲
法
ま
た
は
法
律
の
手
続
規
定
を
遵
守
し
て
い
る
限
り
に
お
い
て
、
法
形
成
に
お
け
る
適

正
手
続
は
充
足
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

㈢
　
三
つ
の
類
型
の
分
析
と
本
論
文
の
立
場

　
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
法
形
成
に
お
け
る
適
正
手
続
の
三
つ
の
概
念
類
型
の
う
ち
、「
機
関
の
正
統
性
モ
デ
ル
」
と
「
熟
議
モ
デ
ル
」
は

何
れ
も
魅
力
的
で
重
要
な
議
論
で
は
あ
る
が
、
指
摘
さ
れ
る
問
題
も
少
な
く
は
な
い
。

　
第
一
に
、
両
モ
デ
ル
の
到
達
点
が
極
め
て
不
明
確
と
い
う
点
で
あ
）
40
（
る
。
ま
ず
、
機
関
の
正
統
性
モ
デ
ル
に
お
い
て
は
、
ど
の
判
断
形
成

者
（
機
関
）
が
他
よ
り
も
よ
り
正
統
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
い
か
に
識
別
す
べ
き
な
の
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
こ
の
問
題
に
対
し
て

は
、
本
論
文
で
扱
っ
た
モ
ウ
・
ス
ン
・
ウ
ォ
ン
事
件
な
ど
が
指
標
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
中
心
的
政
策
形
成
の
役
割
を
担
う
と
と
も
に
、

民
主
主
義
の
観
点
か
ら
、
連
邦
議
会
が
正
統
性
の
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
の
頂
点
に
位
置
す
る
こ
と
に
な
る
。
次
に
、
熟
議
モ
デ
ル
に
お
い
て
は
、

立
法
府
に
お
い
て
熟
議
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
一
般
的
要
件
と
し
て
課
さ
れ
る
べ
き
か
、
そ
れ
と
も
何
ら
か
の
憲
法
上
重
要
な
問
題

に
限
定
し
て
課
さ
れ
る
べ
き
か
が
問
題
と
な
る
。
こ
の
問
題
に
対
し
て
熟
議
モ
デ
ル
を
支
持
す
る
論
者
は
、
憲
法
上
の
価
値
や
利
益
が
侵
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害
さ
れ
て
い
る
場
面
に
限
定
し
て
捉
え
て
い
る
。

　
第
二
に
、
両
モ
デ
ル
が
十
分
な
憲
法
上
の
根
拠
を
有
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
が
非
常
に
重
要
な
問
題
と
し
て
指
摘
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の

モ
デ
ル
の
核
心
部
分
と
し
て
の
「
未
決
定
状
態
の
拒
否
権
」
は
、
マ
ー
ベ
リ
ー
対
マ
デ
ィ
ソ
ン
（M

arbury v. M
adison

）
事
）
41
（
件
か
ら
導
か

れ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
）
42
（
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
の
モ
デ
ル
を
支
持
す
る
論
者
は
、
連
邦
最
高
裁
が
あ
る
法
律
を
完
全
に
退
け
る
（
法
令
違

憲
の
判
断
を
下
す
）
こ
と
が
で
き
る
な
ら
ば
、
な
ぜ
連
邦
議
会
に
対
し
て
更
な
る
検
討
を
さ
せ
る
と
い
う
観
点
か
ら
法
律
を
違
憲
と
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
の
か
と
逆
説
的
に
捉
え
、
そ
の
可
能
性
を
見
出
す
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
う
し
た
モ
デ
ル
は
、
憲
法
の
構
造
や
熟
議

的
な
立
法
府
の
政
策
形
成
と
い
う
マ
デ
ィ
ソ
ン
型
の
憲
法
理
念
に
根
拠
を
持
つ
と
考
え
ら
れ
て
い
）
43
（

る
。

　
以
上
の
前
二
者
の
モ
デ
ル
の
問
題
点
を
回
避
し
つ
つ
、
法
形
成
に
お
け
る
適
正
手
続
を
よ
り
限
定
的
に
捉
え
る
の
が
、
第
三
の
類
型
の

「
手
続
遵
守
モ
デ
ル
」
な
の
で
あ
る
。
こ
の
モ
デ
ル
は
、
法
形
成
に
お
け
る
適
正
手
続
の
内
容
と
し
て
立
法
府
に
対
し
て
要
求
す
る
の
は

正
規
の
手
続
の
遵
守
に
と
ど
ま
る
た
め
射
程
が
明
確
で
あ
り
、
さ
ら
に
憲
法
の
規
定
す
る
立
法
手
続
や
立
法
府
が
自
ら
規
定
し
た
立
法
手

続
に
従
う
こ
と
を
求
め
る
た
め
、
裁
判
所
の
権
限
の
根
拠
が
憲
法
ま
た
は
法
律
に
存
在
す
る
と
い
う
点
で
、
前
二
者
よ
り
も
問
題
が
少
な

く
、
理
論
的
優
位
性
を
持
つ
よ
う
に
見
え
る
。
ま
た
、
手
続
遵
守
モ
デ
ル
の
意
義
と
し
て
、
手
続
的
規
則
を
均
一
的
に
執
行
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
平
均
的
に
、
よ
り
よ
い
結
果
を
生
み
出
す
こ
と
に
資
す
る
と
い
う
こ
と
も
指
摘
さ
れ
）
44
（

る
。

　
し
か
し
、
裁
判
所
が
法
律
の
実
体
審
査
の
み
な
ら
ず
、
判
断
形
成
過
程
に
着
目
す
る
趣
旨
は
、
政
治
的
妥
協
の
有
す
る
意
義
や
立
法
府

が
柔
軟
に
対
応
で
き
る
と
い
う
即
応
性
を
踏
ま
え
て
も
、
な
お
現
代
の
政
治
状
況
下
で
の
立
法
過
程
の
「
質
」、
立
法
の
「
質
」
の
向
上

の
必
要
性
が
認
め
ら
）
45
（

れ
、
こ
う
し
た
質
の
向
上
を
通
じ
て
人
権
保
障
を
深
化
さ
せ
る
こ
と
に
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
考
え
を
踏

ま
え
る
な
ら
ば
、
法
形
成
に
お
け
る
適
正
手
続
概
念
は
安
易
に
限
定
的
に
捉
え
る
べ
き
で
は
な
く
、
手
続
遵
守
モ
デ
ル
よ
り
も
熟
議
モ
デ

ル
と
し
て
捉
え
る
の
が
適
切
で
あ
り
、
本
論
文
も
こ
う
し
た
立
場
を
前
提
と
す
る
。

　
そ
う
す
る
と
、
法
形
成
に
お
け
る
適
正
手
続
の
重
要
性
を
認
識
し
、
同
概
念
を
提
唱
し
た
リ
ン
デ
が
、
な
ぜ
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ス
裁
判
官
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や
サ
ン
ダ
ロ
ウ
の
よ
う
に
射
程
を
広
げ
な
か
っ
た
の
か
、
換
言
す
れ
ば
、
な
ぜ
あ
え
て
正
規
の
手
続
に
限
定
し
た
の
か
と
い
う
疑
問
が
浮

か
ん
で
く
る
。
本
論
文
の
以
下
の
章
で
は
、
リ
ン
デ
の
議
論
内
容
や
そ
の
射
程
を
限
定
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
諸
要
因
を
明
ら
か
に
す
る

と
と
も
に
、
本
論
文
冒
頭
で
述
べ
た
事
項
と
の
関
係
で
検
討
を
進
め
る
こ
と
に
し
た
い
。

三
　
リ
ン
デ
の
「
法
形
成
に
お
け
る
適
正
手
続
」
概
念

　
本
章
で
は
、「
法
形
成
に
お
け
る
適
正
手
続
」
概
念
の
提
唱
者
で
あ
る
リ
ン
）
46
（

デ
の
一
九
七
六
年
論
文
を
主
と
し
て
取
り
上
げ
、
当
該
概

念
を
形
成
す
る
に
至
っ
た
時
代
状
況
、
そ
の
議
論
内
容
、
射
程
、
根
拠
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
て
い
く
。

㈠
　
背
景
と
す
る
時
代
と
理
論
状
況

　
リ
ン
デ
の
論
文
が
刊
行
さ
れ
た
一
九
七
六
年
は
、
一
九
七
〇
年
代
ま
で
立
法
府
の
制
定
し
た
立
法
の
目
的
審
査
に
お
い
て
自
ら
の
判
断

を
代
置
す
る
こ
と
に
対
し
て
極
め
て
消
極
的
な
姿
勢
を
と
っ
て
き
た
連
邦
最
高
裁
が
、
一
九
七
〇
年
代
後
半
に
な
り
、
裁
判
所
の
役
割
と

司
法
審
査
制
度
へ
の
強
い
関
心
に
よ
っ
て
こ
の
状
態
を
変
化
さ
せ
、
立
法
の
「
合
理
性
」
を
評
価
し
始
め
た
と
い
う
状
況
の
中
に
位
置
付

け
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
親
族
以
外
の
者
を
含
む
家
庭
を
食
料
ス
タ
ン
プ
制
度
の
受
給
資
格
か
ら
排
除
し
た
連
邦
法
の
平
等
保
護
違
反
が

争
わ
れ
た
、
一
九
七
三
年
の
農
務
省
対
モ
レ
ノ
（U

nited States D
epartm

ent of Agriculture v. M
oreno

）
事
）
47
（

件
で
、
連
邦
最
高
裁
は
、
血

縁
関
係
に
あ
る
者
と
そ
う
で
な
い
者
と
の
間
に
区
別
を
設
け
た
法
律
が
、
よ
り
よ
い
栄
養
摂
取
と
飢
餓
を
回
避
す
る
と
い
う
「
当
該
法
律

の
主
張
さ
れ
た
目
的
と
明
ら
か
に
無
関
係
で
あ
る
」
こ
と
を
理
由
に
違
憲
の
判
断
を
下
し
た
。
そ
こ
で
、
連
邦
最
高
裁
は
、「
平
等
保
護

と
い
う
憲
法
上
の
概
念
が
何
か
し
ら
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
、
政
治
的
に
多
数
派
を
形
成
で
き
な
い
（unpopular

）
集

団
に
害
悪
を
加
え
る
た
め
の
あ
り
の
ま
ま
の
議
会
の
願
望
（bare congressional desire
）
を
正
統
な
政
府
利
益
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
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こ
と
を
意
味
す
）
48
（
る
」
と
判
示
し
た
の
で
あ
る
。

　
モ
レ
ノ
事
件
が
示
し
て
い
る
重
要
な
変
化
と
し
て
は
、
第
一
に
、
ロ
ッ
ク
ナ
ー
型
の
司
法
審
査
へ
の
回
帰
（
立
法
府
の
定
め
た
目
的
に
対

す
る
裁
判
所
の
審
査
）
と
い
う
点
、
第
二
に
、
平
等
保
護
の
伝
統
的
な
パ
ラ
ダ
イ
ム
か
ら
の
転
換
が
生
じ
た
（
特
に
、
人
種
や
宗
教
的
信
条
を

理
由
と
し
た
差
別
か
ら
の
保
護
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
範
囲
を
拡
張
す
る
動
き
が
生
じ
た
）
と
い
う
点
が
指
摘
さ
れ
る
。
さ
ら
に
重
要
な
こ
と
と
し

て
、
連
邦
最
高
裁
が
こ
の
よ
う
な
判
断
を
従
来
の
「
合
理
性
審
査
」
と
い
う
枠
内
で
行
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
何
ら

か
の
議
会
の
目
的
が
憲
法
上
誤
っ
て
い
る
こ
と
を
、「
合
理
性
審
査
」
の
適
用
を
通
じ
て
宣
言
し
て
い
る
と
い
う
状
況
で
あ
）
49
（
る
。

　
こ
う
し
た
伝
統
的
な
合
理
性
審
査
と
そ
れ
と
は
異
な
る
新
た
な
兆
候
と
が
混
在
す
る
状
況
の
中
で
、
リ
ン
デ
は
、
あ
る
法
律
が
許
容
さ

れ
る
政
府
目
的
に
対
し
て
合
理
的
な
手
段
で
な
け
れ
ば
（
修
正
五
条
や
一
四
条
を
理
由
に
）
違
憲
と
さ
れ
る
と
い
う
定
式
に
着
目
し
、
何
が

「
立
法
に
お
け
る
法
の
適
正
手
続
」
な
の
か

―
何
が
「
法
形
成
に
お
け
る
適
正
手
続
（due process of law

m
aking

）」
な
の
か

―
を
正

面
か
ら
問
う
こ
と
を
し
た
。
つ
ま
り
、
そ
れ
は
「
適
正
手
続
（due process

）」
と
い
う
文
言
が
従
来
意
味
す
る
と
考
え
ら
れ
て
き
た
、
抑

圧
的
あ
る
い
は
不
合
理
な
法
の
禁
止
以
上
に
、
立
法
府
の
判
断
形
成
過
程
に
何
ら
か
の
要
求
を
含
意
し
得
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て

検
討
を
試
み
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
リ
ン
デ
は
前
述
の
定
式
に
つ
い
て
、
合
理
性
審
査
を
通
じ
た
合
理
性
の
確
保
の
困
難
性

を
指
摘
し
た
う
え
で
、
法
形
成
を
通
じ
た
合
理
性
の
確
保
の
方
途
を
探
る
の
で
あ
）
50
（

る
。

㈡
　
合
理
性
審
査
を
通
じ
た
合
理
性
の
確
保
の
困
難
性

　
ま
ず
リ
ン
デ
は
、
な
ぜ
合
理
性
の
審
査
が
司
法
審
査
に
お
い
て
十
分
に
実
施
で
き
る
定
式
と
は
な
ら
な
い
の
か
を
検
討
す
る
。
つ
ま
り
、

な
ぜ
合
理
性
審
査
に
よ
っ
て
は
、
立
法
の
合
理
性
を
十
分
に
精
査
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
リ
ン
デ
は
、
次
の

二
点
（
立
法
目
的
の
特
定
可
能
性
、
合
理
性
判
断
の
「
時
の
問
題
」）
を
指
摘
す
る
。
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1　

立
法
目
的
の
特
定
可
能
性

　
第
一
に
、
多
く
の
法
律
が
様
々
な
目
的
を
有
し
、
か
つ
そ
れ
が
様
々
な
手
段
の
う
ち
の
妥
協
（com

prom
ise

）
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ
る

こ
と
か
）
51
（
ら
、
あ
る
法
律
の
目
的
を
特
定
す
る
の
は
困
難
な
作
業
で
あ
る
と
い
う
。
そ
の
こ
と
を
説
明
す
る
も
の
と
し
て
、
た
と
え
ば
、
オ

レ
ゴ
ン
州
が
高
速
道
路
の
維
持
と
安
全
を
目
的
に
、
高
速
道
路
を
利
用
す
る
ト
ラ
ッ
ク
に
重
量
制
限
を
課
し
、
木
材
運
搬
ト
ラ
ッ
ク
に
は

そ
れ
よ
り
も
低
い
制
限
を
課
し
た
と
い
う
法
律
を
取
り
上
げ
る
。
こ
の
法
律
に
つ
い
て
リ
ン
デ
は
、
木
材
運
搬
ト
ラ
ッ
ク
に
の
み
低
い
制

限
を
課
す
の
は
、
明
ら
か
に
高
速
道
路
の
維
持
コ
ス
ト
や
安
全
面
か
ら
で
は
な
く
、
実
際
に
は
州
内
の
主
要
な
産
業
を
促
進
す
る
た
め
に

な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
。
つ
ま
り
、
立
法
者
は
木
材
運
搬
ト
ラ
ッ
ク
の
運
転
手
が
利
用
す
る
高
速
道
路
を
彼
ら
に
使
い
や
す
い
よ

う
に
維
持
す
る
こ
と
を
意
図
し
て
、
コ
ス
ト
な
ど
一
切
捨
象
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
）
52
（
る
。
高
速
道
路
の
維
持
や
安
全
と
い
う
目
的
は
、

木
材
運
搬
ト
ラ
ッ
ク
の
み
を
規
制
か
ら
除
外
す
る
こ
と
と
一
貫
し
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
高
度
に
一
般
化
さ
れ
た
文
言
で
規
定
さ
れ
た

法
律
は
、
こ
の
よ
う
な
立
法
府
の
隠
れ
た
目
的
を
有
し
た
法
律
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
合
理
性
審
査
の
下
で
は
当
然
に
合
憲
と
な
る
。
こ

の
審
査
で
問
わ
れ
る
の
は
、
あ
る
法
律
の
目
的
が
憲
法
の
限
界
を
超
え
た
も
の
か
、
あ
る
い
は
目
的
自
体
を
誤
っ
た
か
で
あ
り
、
そ
れ
は

正
統
性
（legitim

acy

）
の
問
題
を
問
う
に
過
ぎ
ず
、
合
理
性
の
問
題
で
は
な
い
の
で
あ
）
53
（
る
。
こ
の
点
に
関
す
る
他
の
問
題
と
し
て
は
、
合

理
性
審
査
の
際
に
（
実
際
に
は
存
在
し
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
）
何
ら
か
の
公
益
目
的
が
存
在
す
る
こ
と
を
前
提
に
緩
や
か
な
審
査
を
行
う

こ
と
に
あ
る
と
す
る
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
リ
ン
デ
は
あ
る
法
律
の
一
つ
の
目
的
を
探
る
と
い
う
こ
と
は
幻
影
（illusory

）
を
追
う
こ
と
で
あ
る
と
指
摘
す

る
。
そ
れ
は
、
政
策
が
し
ば
し
ば
競
合
し
相
互
に
矛
盾
す
る
価
値
の
調
整
の
結
果
作
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
政
策
が
他
の
利
益
を
犠

牲
に
し
て
特
定
の
利
益
を
追
求
す
る
こ
と
に
注
力
し
た
産
物
だ
か
ら
で
あ
）
54
（
る
。
こ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
リ
ン
デ
は
立
法
目
的
の
た

め
に
と
ら
れ
る
合
理
的
な
手
段
か
と
い
う
法
律
の
合
憲
性
を
問
う
テ
ス
ト
の
下
で
は
、
関
連
す
る
立
法
目
的
を
特
定
す
る
た
め
の
方
法
を

明
確
に
す
る
必
要
が
あ
る
も
の
の
、
そ
れ
に
対
し
て
裁
判
所
に
よ
る
定
式
化
が
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
は
以
下
の
理
由
が
あ
る
と
指
摘



法学政治学論究　第103号（2014.12）

16

す
）
55
（
る
。

2　

合
理
性
判
断
の
「
時
の
問
題
」

　
そ
れ
は
、
第
二
の
問
題
と
し
て
の
、
法
律
の
合
理
性
を
審
査
す
る
際
の
「
時
の
問
題
」
で
あ
る
。
こ
の
問
題
は
、
法
律
の
合
理
性
が
そ

の
制
定
の
時
点
な
の
か
、
そ
れ
と
も
当
該
法
律
の
合
憲
性
が
争
わ
れ
た
時
点
な
の
か
と
い
う
こ
と
に
あ
る
。
し
か
し
、
リ
ン
デ
は
、
せ
い

ぜ
い
の
と
こ
ろ
立
法
府
は
あ
る
法
律
を
議
論
し
制
定
す
る
と
き
に
し
か
、
合
理
的
な
法
律
を
作
り
出
す
た
め
に
機
能
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
た
め
、
責
任
あ
る
法
形
成
が
憲
法
に
よ
っ
て
要
求
さ
れ
得
る
と
す
る
な
ら
ば
、
我
々
が
立
法
府
に
対
し
て
要
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
の

は
そ
こ
ま
で
（
法
律
制
定
時
ま
で
）
で
あ
る
と
す
る
。

　
リ
ン
デ
は
、
こ
の
「
時
の
問
題
」
に
つ
い
て
、
以
下
の
事
例
を
用
い
て
い
る
。
そ
れ
は
、
オ
レ
ゴ
ン
州
の
小
さ
な
町
が
一
九
四
六
年
の

条
例
に
お
い
て
ガ
ソ
リ
ン
の
貯
蔵
タ
ン
ク
を
数
千
ガ
ロ
ン
に
制
限
し
た
が
、
一
九
六
六
年
に
販
売
者
が
規
定
量
よ
り
も
多
い
貯
蔵
タ
ン
ク

を
設
け
た
た
め
に
問
題
と
な
っ
た
事
件
で
あ
る
。
本
件
の
審
理
に
お
い
て
、
裁
判
所
は
地
下
に
あ
る
貯
蔵
タ
ン
ク
と
失
火
の
リ
ス
ク
、
地

形
、
下
水
設
備
、
交
通
状
況
、
町
の
消
防
署
の
規
模
の
関
係
性
に
つ
い
て
の
専
門
家
か
ら
の
公
聴
会
を
開
い
た
。
オ
レ
ゴ
ン
州
最
高
裁
判

所
は
貯
蔵
タ
ン
ク
規
制
と
規
制
目
的
と
の
間
に
合
理
的
な
関
連
性
が
な
い
こ
と
を
理
由
に
違
憲
と
判
断
し
た
原
審
の
判
断
を
是
認
し
た
の

で
あ
）
56
（
る
。
一
九
四
九
年
に
市
議
会
は
合
理
的
に
立
法
を
し
た
と
言
い
得
る
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
、
リ
ン
デ
は
、
本
件
で
は
そ
の
こ
と

に
つ
き
何
ら
審
査
が
な
さ
れ
て
い
な
い
が
、
常
に
立
法
府
に
対
し
て
、
将
来
に
わ
た
っ
て
予
見
す
る
こ
と
を
義
務
と
し
て
課
す
こ
と
は
不

可
能
な
こ
と
で
あ
り
、
民
主
主
義
に
対
す
る
司
法
の
介
入
に
な
り
兼
ね
な
い
と
し
て
、
合
理
性
審
査
の
限
界
を
強
調
す
る
の
で
あ
）
57
（
る
。

㈢
　
法
形
成
過
程
を
通
じ
た
合
理
性
の
確
保

　
リ
ン
デ
は
、
合
理
性
審
査
を
通
じ
て
は
法
律
の
合
理
性
を
確
保
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
合
理
性
を
確
保
す
る
手
段

と
し
て
「
法
形
成
過
程
」
に
注
目
す
る
。
た
だ
し
、
以
下
に
見
る
よ
う
に
、
リ
ン
デ
は
理
論
上
の
帰
結
と
、
実
践
上
の
帰
結
と
を
区
別
し
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て
論
じ
て
い
る
（
熟
議
モ
デ
ル
の
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ス
裁
判
官
が
引
用
し
た
の
は
前
者
の
箇
所
で
あ
る
）。

1　

理
論
上
の
帰
結

　
リ
ン
デ
は
、
一
九
七
六
年
論
文
を
刊
行
す
る
に
際
し
て
、
ガ
ン
サ
ー
（G
erald G

unther

）
の
議
論
に
大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
る
。
当

時
の
連
邦
最
高
裁
判
所
が
、
平
等
保
護
条
項
の
下
で
も
社
会
経
済
規
制
立
法
に
は
全
く
干
渉
し
な
い
立
場
を
示
し
て
お
り
、
こ
の
こ
と
を

ガ
ン
サ
ー
は
「
理
論
上
は
緩
や
か
な
審
査
で
あ
っ
て
も
、
実
際
上
は
ほ
と
ん
ど
無
審
査
」
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
）
58
（

た
。
こ
う
し
た

「
ウ
ォ
ー
レ
ン
・
コ
ー
ト
期
の
極
端
な
二
重
の
基
準
論
へ
の
対
抗
と
い
う
性
格
を
強
く
）
59
（
持
」
つ
ガ
ン
サ
ー
は
、
合
理
性
の
審
査
に
幾
分
慎

重
な
審
査
を
復
活
さ
せ
る
た
め
の
モ
デ
ル
を
提
唱
し
た
の
で
あ
る
。
ガ
ン
サ
ー
の
議
論
は
、
平
等
保
護
の
「
手
段
審
査
」
に
焦
点
を
当
て

る
も
の
で
あ
る
。
合
理
性
の
審
査
の
う
ち
、「
立
法
の
手
段
が
立
法
目
的
を
実
質
的
に
達
成
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う

定
式
を
真
剣
に
捉
え
る
こ
と
を
求
め
る
。
そ
の
う
ち
特
に
重
要
な
の
が
、
合
理
的
な
法
形
成
の
問
題
に
関
し
て
、
裁
判
官
は
問
題
と
な
っ

た
法
律
を
単
に
憶
測
で
（conjectural
）
は
な
く
、
実
際
の
目
的
と
の
関
連
で
審
査
し
、
か
つ
そ
の
疑
義
あ
る
手
段
の
合
理
性
は
、
仮
説

に
基
づ
く
正
当
化
根
拠
（hypothetical rationalization

）
で
は
な
く
、
記
録
に
基
づ
く
実
際
の
資
料
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
る
べ
き
と
い
う

も
の
で
あ
）
60
（
る
。
要
す
る
に
、
ガ
ン
サ
ー
の
議
論
は
、
裁
判
所
に
よ
る
憶
測
に
基
づ
く
仮
定
の
正
当
化
根
拠
を
用
い
る
の
で
は
な
く
、
裁
判

所
に
提
示
さ
れ
た
資
料
に
基
づ
い
て
問
題
の
あ
る
手
段
の
合
理
性
を
裁
判
官
に
評
価
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
強
化
さ
れ
た
「
合
理
性

審
査
」
は
、
立
法
目
的
で
は
な
く
手
段
に
着
目
す
る
、
つ
ま
り
立
法
目
的
の
正
統
性
や
重
要
性
に
関
す
る
裁
判
官
に
よ
る
最
終
的
な
価
値

判
断
を
回
避
し
手
段
審
査
に
注
力
す
る
こ
と
に
な
り
、
介
入
的
司
法
と
い
う
批
判
を
免
れ
る
と
い
う
意
義
を
持
つ
の
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
リ
ン
デ
は
、
手
段
審
査
に
焦
点
を
当
て
る
べ
き
だ
と
す
る
ガ
ン
サ
ー
の
議
論
を
正
面
か
ら
捉
え
た
場
合
に
は
、
合
理
的
な
法
形

成
と
し
て
、
以
下
の
こ
と
が
理
論
上

0

0

0

強
く
要
請
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
す
る
。
そ
れ
は
、
立
法
者
に
対
し
て
、
自
ら
が
据
え
た
目
的

（desired goal

）
に
つ
き
合
意
に
到
達
す
る
こ
と
、
か
つ
そ
れ
を
明
確
に
示
す
こ
と
を
裁
判
所
が
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
条
項
に
基
づ
き
義

務
と
し
て
課
す
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
立
法
者
に
対
し
て
、
提
案
さ
れ
た
法
律
が
影
響
を
及
ぼ
す
程
度
や
当
該
法
律
が
実
際
に
意
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図
さ
れ
た
目
的
を
促
進
す
る
可
能
性
に
つ
い
て
、
何
ら
か
の
方
法
で
知
見
を
得
る
こ
と
を
義
務
と
し
て
課
す
。
そ
れ
は
、
当
該
法
律
に

よ
っ
て
課
さ
れ
る
負
担
と
予
測
さ
れ
た
利
益
と
を
衡
量
す
る
た
め
、
立
法
者
は
そ
れ
ら
の
負
担
に
つ
い
て
知
見
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
委
員
会
の
例
会
に
一
度
も
参
加
し
て
い
な
い
議
員
は
、
少
な
く
と
も
投
票
す
る
前
に
証
拠
と
な
る
立
法
記
録
を
検

討
す
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
る
こ
と
に
な
）
61
（
る
。

2　

実
践
上
の
帰
結

　
し
か
し
、
こ
う
し
た
要
件
は
、
法
形
成
者
が
、
法
が
何
ら
か
の
合
意
さ
れ
た
目
的
に
対
し
て
合
理
的
な
手
段
と
し
て
な
さ
れ
た
も
の
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
ル
ー
ル
を
正
面
か
ら
受
け
容
れ
た
場
合
に
課
さ
れ
る
も
の
で
あ
）
62
（

る
。
リ
ン
デ
は
、
こ
う
し
た
厳
格
な
要
件
を

立
法
府
に
課
す
こ
と
（
熟
議
モ
デ
ル
）
に
は
以
下
の
理
由
か
ら
否
定
的
で
、
ガ
ン
サ
ー
の
議
論
に
影
響
を
受
け
つ
つ
も
、
立
法
の
「
合
理

性
」
を
確
保
す
る
方
法
は
ガ
ン
サ
ー
の
そ
れ
と
は
全
く
異
な
る
も
の
を
採
用
す
る
。

　
第
一
の
否
定
的
な
理
由
と
し
て
は
、
立
法
府
が
法
律
を
制
定
す
る
際
に
、
公
聴
会
を
開
き
、
記
録
を
作
成
す
る
と
い
う
憲
法
上
の
要
件

が
存
在
し
な
い
こ
と
で
あ
）
63
（

る
。
先
例
に
お
い
て
も
、
立
法
者
は
、
除
名
や
弾
劾
と
い
う
議
員
個
人
の
権
利
を
裁
定
す
る
極
め
て
例
外
的
な

場
面
に
お
い
て
の
み
、
裁
判
所
や
行
政
機
関
の
よ
う
な
合
理
的
な
事
実
認
定
の
一
定
の
形
式
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
き
た

か
ら
で
あ
）
64
（

る
。
第
二
の
理
由
と
し
て
は
、
立
法
過
程
と
行
政
過
程
と
の
相
違
は
憲
法
に
お
い
て
根
強
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、

二
つ
の
独
禁
法
の
事
件
の
う
ち
、
一
方
の
立
法
府
に
関
す
る
事
）
65
（
件
で
は
、
ご
ま
か
し
（deception

）
や
虚
偽
の
資
料
の
で
っ
ち
上
げ
、
公

的
情
報
の
歪
曲
に
よ
っ
て
立
法
府
が
自
ら
欲
す
る
行
為
を
手
に
入
れ
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
立
法
府
集
団
の
世
界
で
は
よ
く
あ
り
、
許
容

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
た
が
、
他
方
の
行
政
機
関
に
関
す
る
事
）
66
（

件
で
は
、
法
律
を
制
定
す
る
政
治
過
程
よ
り
も
法
律
を
執
行
す

る
過
程
に
虚
偽
や
不
実
表
示
が
存
在
し
た
場
合
に
結
論
が
異
な
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
点
か
ら
も
、
リ
ン
デ
は
立
法

府
を
行
政
機
関
と
同
程
度
の
手
続
的
制
約
に
服
さ
せ
る
こ
と
に
は
否
定
的
な
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
理
由
か
ら
、
憲
法
や
法
律
の
規
定
か
ら
離
れ
て
、
立
法
府
に
手
続
的
要
件
を
課
す
こ
と
に
リ
ン
デ
は
否
定
的
で
あ
り
、
か
つ
立
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法
過
程
を
審
査
す
る
際
に
誠
実
さ
を
求
め
る
こ
と
は
、
か
え
っ
て
偽
善
を
生
む
可
能
性
が
高
い
と
指
摘
す
）
67
（
る
。
し
か
し
、
リ
ン
デ
は
憲
法

が
政
策
形
成
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
立
法
過
程
に
何
も
要
求
し
て
い
な
い
と
は
考
え
て
い
な
い
。

　
で
は
、
リ
ン
デ
は
法
形
成
者
に
対
し
て
ど
こ
ま
で
の
要
件
を
課
す
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
る
の
か
、
す
な
わ
ち
「
法
形
成
に
お
け

る
適
正
手
続
」
が
何
を
意
味
す
る
も
の
と
理
解
し
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
問
い
に
対
す
る
回
答
と
し
て
、
リ
ン
デ
は

「
政
府
は
、
正
統
な
法
形
成
過
程
に
よ
ら
ず
に

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

制
定
さ
れ
た
法
に
基
づ
い
て
、
生
命
、
自
由
あ
る
い
は
財
産
を
剝
奪
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
）
68
（

」（
傍
点
筆
者
）
と
い
う
こ
と
を
出
発
点
に
し
つ
つ
、
適
正
手
続
（due process

）
と
い
う
文
言
の
解
釈
を
通
し
て
、
ど
の
よ
う
な
法
形

成
過
程
が
正
統
な
も
の
で
あ
り
、
そ
う
で
な
い
の
か
を
決
定
す
る
必
要
性
を
指
摘
す
る
。
た
だ
、
修
正
五
条
や
修
正
一
四
条
が
法
形
成
者

に
対
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
法
律
の
目
的
や
予
期
さ
れ
る
効
果
（probable effectiveness

）
に
対
す
る
（
立
法
者
の
間
で
の
）
同
意
を
絶
え
ず
精

査
す
る
こ
と
を
要
求
す
る
も
の
と
捉
え
る
こ
と
に
は
否
定
的
な
立
場
を
と
）
69
（

る
。
そ
の
う
え
で
、
リ
ン
デ
は
、
政
府
の
政
策
選
択
や
手
続
の

正
統
性
と
い
う
も
の
の
大
部
分
が
憲
法
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
様
々
な
法
律
が
法
形
成
機
関
の
正
統
性
を
諸
規
定
に

よ
っ
て
定
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
正
統
な
法
形
成
過
程
と
は
、
合
衆
国
憲
法
や
州
憲
法
、
そ
し
て
各
種
法
律
に
規
定
さ
れ
た
手
続
を
遵
守

す
る
こ
と
で
あ
る
と
結
論
付
け
る
の
で
あ
）
70
（
る
。

㈣
　
小
　
括

　
本
章
で
扱
っ
た
リ
ン
デ
の
一
九
七
六
年
論
文
の
内
容
は
、
以
下
の
よ
う
に
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
、
こ
の
論
文
が
刊
行
さ
れ

た
時
代
状
況
と
し
て
は
、
と
り
わ
け
平
等
保
護
に
関
し
て
言
え
ば
、
一
九
三
八
年
の
カ
ロ
リ
ー
ヌ
・
プ
ロ
ダ
ク
ツ
事
件
判
決
が
示
し
た

「
切
り
離
さ
れ
、
孤
立
し
た
少
数
者
」
保
護
に
対
し
て
厳
格
審
査
を
確
立
す
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
の
、
い
わ
ゆ
る
二
層
ア
プ
ロ
ー
チ
の

厳
格
な
適
用
、
さ
ら
に
は
疑
わ
し
い
区
分
や
基
本
的
権
利
（fundam

ental rights
）
が
問
題
と
な
ら
ず
、
中
間
審
査
基
準
も
適
用
さ
れ
な

い
領
域

―
社
会
経
済
立
法
に
つ
い
て
の
実
体
的
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
の
問
題
と
同
様
に
極
め
て
緩
や
か
な
審
査
が
な
さ
れ
る
領
域

―
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に
い
か
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
の
か
と
い
う
状
況
が
指
摘
で
き
）
71
（
る
。

　
次
に
、
こ
う
し
た
問
題
を
踏
ま
え
て
、
リ
ン
デ
は
ガ
ン
サ
ー
の
議
論
に
影
響
を
受
け
つ
つ
、
立
法
の
「
合
理
性
（rationality

）」
を
い

か
に
確
保
し
て
い
く
の
か
と
い
う
観
点
か
ら
、「
適
正
手
続
（due process

）」
の
審
査
に
「
法
形
成
過
程
」
に
着
目
し
た
審
査
を
行
う
こ

と
も
含
め
た
こ
と
に
そ
の
意
義
が
あ
る
と
言
え
る
。
他
方
で
、
リ
ン
デ
の
議
論
は
そ
の
射
程
が
著
し
く
限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
は
注
意

を
要
す
る
。
次
章
で
は
、
リ
ン
デ
の
議
論
の
射
程
が
限
定
さ
れ
た
理
由
や
そ
の
拡
張
可
能
性
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
法
形
成
に
お
け
る

適
正
手
続
の
概
念
自
体
が
当
時
の
い
か
な
る
議
論
に
接
合
点
を
見
出
し
得
る
の
か
も
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。

四
　
検
　
討

　
以
上
の
内
容
を
踏
ま
え
て
、
本
章
で
は
次
の
二
点
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
。
第
一
に
、
一
九
七
〇
年
代
に
議
論
の
興
隆
を
見
せ
た
「
法

形
成
に
お
け
る
適
正
手
続
」
概
念
は
、
実
体
よ
り
も
手
続
に
着
目
す
る
手
法
で
あ
る
と
こ
ろ
、
当
該
概
念
が
イ
リ
ィ
（John H

. Ely

）
の

プ
ロ
セ
ス
理
論
と
い
か
な
る
関
係
に
立
つ
の
か
を
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
つ
ま
り
、
前
述
の
二
層
ア
プ
ロ
ー
チ
で
生
じ
た
問
題

―

合
理
性
の
審
査
の
下
で
ほ
ぼ
無
審
査
の
状
態
で
あ
っ
た
こ
と

―
を
克
服
す
る
流
れ
の
中
で
、
当
該
概
念
が
プ
ロ
セ
ス
理
論
と
親
和
的
な

も
の
で
あ
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
第
二
に
、
リ
ン
デ
の
議
論
の
射
程
が
著
し
く
限
定
さ
れ
た
理
由
は
何
か
に
つ
い
て
検
討
す
る

こ
と
に
し
た
い
。
そ
れ
は
、
法
形
成
に
お
け
る
適
正
手
続
の
重
要
性
を
唱
え
つ
つ
も
、
リ
ン
デ
が
熟
議
モ
デ
ル
で
は
な
く
手
続
遵
守
モ
デ

ル
を
採
用
し
た
根
拠
を
明
ら
か
に
し
、
当
該
概
念
を
リ
ン
デ
と
は
異
な
る
熟
議
モ
デ
ル
と
し
て
捉
え
る
可
能
性
を
探
る
こ
と
に
本
論
文
の

主
眼
が
置
か
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
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㈠
　「
法
形
成
に
お
け
る
適
正
手
続
」
概
念
の
司
法
審
査
理
論
に
お
け
る
位
置
付
け

　
こ
の
概
念
に
は
、
リ
ン
デ
の
立
場
で
あ
る
手
続
遵
守
モ
デ
ル
と
、
ガ
ン
サ
ー
の
立
場
と
の
類
似
性
が
指
摘
さ
れ
）
72
（

る
熟
議
モ
デ
ル
が
あ
る
。

本
節
で
は
、
イ
リ
ィ
の
プ
ロ
セ
ス
理
論
と
ガ
ン
サ
ー
、
サ
ン
ダ
ロ
ウ
、
リ
ン
デ
の
議
論
と
の
関
係
を
解
釈
方
法
論
の
観
点
か
ら
見
て
い
く

こ
と
に
し
た
い
。

1　

ガ
ン
サ
ー
の
議
論
と
の
関
係

　
イ
リ
ィ
の
プ
ロ
セ
ス
理
論
は
、
そ
の
著
書
で
あ
る
『
民
主
主
義
と
不
）
73
（
信
』
に
お
い
て
提
唱
さ
れ
た
、
広
義
の
プ
ロ
セ
ス
（
社
会
を
統
治

す
る
法
が
制
定
さ
れ
る
プ
ロ
セ
ス
）
に
関
す
る
憲
法
解
釈
理
論
で
あ
る
。
イ
リ
ィ
は
、
ウ
ォ
ー
レ
ン
・
コ
ー
ト
の
諸
判
決
が
プ
ロ
セ
ス
志
向

的
で
あ
っ
た
こ
）
74
（

と
、
そ
し
て
カ
ロ
リ
ー
ヌ
・
プ
ロ
ダ
ク
ツ
事
件
の
脚
注
四
で
述
べ
ら
れ
た
こ
と
を
根
拠
）
75
（

に
、
司
法
審
査
理
論
が
、
実
体
的

価
値
を
執
行
す
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
価
値
が
調
整
さ
れ
る
べ
き
政
治
プ
ロ
セ
ス
が
開
か
れ
て
い
る
こ
と
を
確
保
す
る
も
の
と
し
て
示

さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
こ
そ
が
、
民
主
主
義
社
会
に
お
け
る
裁
判
所
の
役
割
と
し
て
相
応
し
い
も
の
だ
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

イ
リ
ィ
は
政
治
過
程
に
関
す
る
プ
ロ
セ
ス
と
実
体
と
の
区
別
を
し
、
裁
判
所
の
役
割
を
少
数
派
の
利
益
が
政
治
過
程
に
反
映
さ
れ
る
よ
う

に
す
る
点
に
限
定
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
イ
リ
ィ
の
理
論
は
実
体
的
価
値
で
は
な
く
、
原
則
と
し
て
手
続
的
価
値
に
着
目
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
彼
の
解
釈
方
法
論
は
、
解
釈
主
義
と
非
解
釈
主
義
の
中
間
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
）
76
（

る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
ガ
ン
サ
ー
は
解
釈
方
法
論
と
し
て
解
釈
主
義
を
採
）
77
（
る
。
ガ
ン
サ
ー
は
、
現
代
の
必
要
性
に
応
じ
て
憲
法
を
再
解
釈
す

る
自
由
を
認
め
る
と
い
う
「
憲
法
の
有
機
的
見
解
（organic view

 of the constitution

）」
を
、「
疑
問
の
余
地
あ
る
憲
法
解
釈
原
則
に
基

づ
く
も
の
」
で
あ
る
と
批
判
す
）
78
（
る
。
そ
し
て
、「
条
文
と
歴
史
そ
し
て
構
造
か
ら
の
最
も
説
得
力
の
あ
る
推
論
に
通
常
従
い
、
ま
た
条
文

の
担
い
得
る
修
正
の
た
め
の
非
常
に
強
い
理
由
が
存
在
し
な
い
限
り
は
そ
こ
か
ら
の
逸
脱
は
で
き
な
い
」
と
い
う
自
ら
の
解
釈
論
上
の
立

場
を
明
確
に
し
て
い
）
79
（

る
。
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イ
リ
ィ
と
ガ
ン
サ
ー
は
、
究
極
的
解
釈
主
義
と
解
釈
主
義
と
い
う
異
な
る
立
場
を
採
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
両
者
は
カ
ロ
リ
ー
ヌ
・

プ
ロ
ダ
ク
ツ
事
件
の
脚
注
四
を
め
ぐ
る
評
価
お
よ
び
解
釈
と
、
そ
こ
か
ら
導
か
れ
得
る
裁
判
所
の
審
査
に
つ
い
て
共
通
点
を
有
し
て
い
る
。

そ
れ
は
、
ガ
ン
サ
ー
が
一
九
七
二
年
論
文
で
示
し
た
、
目
的
審
査
で
は
な
く
手
段
審
査
を
重
視
す
る
と
い
う
見
解
は
、
こ
れ
ま
で
認
め
ら

れ
て
き
た
「
政
治
的
プ
ロ
セ
ス
の
構
造
を
保
障
す
る
」
と
い
う
最
高
裁
判
所
の
役
割
か
ら
見
て
正
当
化
さ
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
か
ら

で
あ
る
。
ま
た
、
解
釈
主
義
を
採
る
ガ
ン
サ
ー
が
、
カ
ロ
リ
ー
ヌ
・
プ
ロ
ダ
ク
ツ
事
件
の
脚
注
四
の
正
統
性
を
認
め
、
そ
こ
ま
で
は
司
法

審
査
が
正
当
化
さ
れ
る
と
考
え
な
が
ら
も
、
他
方
で
、
平
等
保
護
条
項
の
も
と
で
の
社
会
経
済
立
法
の
審
査
に
お
い
て
、
前
述
の
手
段
審

査
に
余
地
を
残
す
こ
と
を
提
唱
し
て
い
る
こ
と
は
、
ガ
ン
サ
ー
の
議
論
が
イ
リ
ィ
の
プ
ロ
セ
ス
理
論
と
接
合
点
を
見
出
し
得
る
と
こ
ろ
な

の
で
あ
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
法
形
成
に
お
け
る
適
正
手
続
概
念
の
熟
議
モ
デ
ル
と
類
似
す
る
ガ
ン
サ
ー
の
議
論
は
、
手
段
審
査
を
裁
判
所
が
行
う
こ

と
に
よ
っ
て
、
立
法
の
目
的
を
明
確
に
述
べ
さ
せ
る
こ
と
に
繫
が
り
、
政
治
プ
ロ
セ
ス
の
質
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
に
資
す
）
80
（
る
と
い
う
意
義

を
有
し
、
プ
ロ
セ
ス
理
論
と
親
和
的
な
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
の
で
あ
る
。

2　

サ
ン
ダ
ロ
ウ
の
議
論
と
の
関
係

　
熟
議
モ
デ
ル
に
属
す
る
サ
ン
ダ
ロ
ウ
の
議
論
も
、
イ
リ
ィ
の
プ
ロ
セ
ス
理
論
と
親
和
的
な
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
サ
ン
ダ
ロ
ウ
は
、
解

釈
主
義
に
批
判
的
で
あ
）
81
（
り
、
ま
た
自
然
権
や
憲
法
典
を
超
え
た
価
値
に
基
づ
く
司
法
審
査
が
説
得
的
で
は
な
い
と
い
う
見
地
か
ら
、
社
会

の
中
に
基
本
的
価
値
を
求
め
る
非
解
釈
主
義
を
採
）
82
（

る
。
サ
ン
ダ
ロ
ウ
は
憲
法
を
進
展
す
る
社
会
規
範
の
表
明
と
し
て
捉
え
、
裁
判
所
の
審

査
を
そ
の
よ
う
な
社
会
的
規
範
が
構
築
さ
れ
る
プ
ロ
セ
ス
に
焦
点
を
当
て
る
べ
き
も
の
と
考
え
る
。
つ
ま
り
、
基
本
的
と
見
ら
れ
る
の
が

合
理
的
で
あ
る
よ
う
な
価
値
を
政
府
の
行
為
が
侵
害
す
る
場
合
に
、
そ
の
行
為
は
社
会
に
代
わ
っ
て
語
る
資
格
の
あ
る
プ
ロ
セ
ス
の
産
物

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
観
点
か
ら
、
裁
判
所
は
政
府
の
行
為
が
こ
れ
ら
の
規
範
を
構
築
す
る
も
の
か
否
か
を
判
断
す
る
た
め
に
、

判
断
形
成
過
程
を
審
査
す
る
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
サ
ン
ダ
ロ
ウ
の
議
論
は
「
立
法
者
が
真
剣
に
立
法
す
る
よ
う
確
保
す
る
こ
と
を
裁
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判
所
の
固
有
の
役
割
と
見
て
い
る
）
83
（
点
」
で
、
イ
リ
ィ
の
プ
ロ
セ
ス
理
論
と
共
通
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

3　

リ
ン
デ
の
議
論
と
の
関
係

　
次
に
、
リ
ン
デ
の
議
論
と
の
関
係
で
あ
る
。
リ
ン
デ
は
、
ガ
ン
サ
ー
と
同
様
に
、「
法
形
成
に
お
け
る
適
正
手
続
」
の
重
要
性
の
認
識

ま
で
は
共
通
す
る
が
、
ガ
ン
サ
ー
の
議
論
か
ら
導
か
れ
得
る
帰
結
に
は
解
釈
主
）
84
（
義
、
法
実
証
主
）
85
（
義
の
立
場
か
ら
批
判
す
る
。

　
リ
ン
デ
は
、
司
法
審
査
に
お
い
て
、
憲
法
典
に
根
拠
を
持
つ
と
い
う
憲
法
と
の
結
び
付
き
が
「
不
可
欠
」
で
あ
っ
て
、「
議
会
に
よ
っ

て
制
定
さ
れ
た
法
律
を
覆
す
た
め
に
憲
法
外
の
理
論
の
み
を
持
ち
出
し
、
憲
法
へ
の
結
び
付
き
（link to a constitution

）
は
問
題
で
は
な

い
」
と
す
る
主
張
は
、
採
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
考
え
て
い
る
の
で
あ
）
86
（

る
。
そ
し
て
リ
ン
デ
は
、「
憲
法
条
文
は
、
裁
判
所
が
決
定
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
の
み
な
ら
ず
、
体
良
く
（plausibly

）
決
定
し
得
な
い
こ
と
で
あ
る
が
ゆ
え
に
重
要
な
の
で
あ
る
。
条
文
は
、
裁

判
所
に
よ
る
解
釈
を
強
制
し
得
な
い
場
合
で
も
、
そ
れ
を
限
定
す
る
。
…
…
憲
法
と
し
て
説
明
さ
れ
得
る
も
の
に
は
限
界
が
存
在
し
、
そ

れ
を
超
え
れ
ば
、
憲
法
は
遺
伝
子
工
学
（genetic engineering

）
に
な
っ
て
し
ま
）
87
（
う
」
と
解
釈
主
義
以
外
の
解
釈
方
法
論
を
批
判
す
る
の

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
ガ
ン
サ
ー
の
議
論
が
示
す
よ
う
な
、
立
法
が
目
的
達
成
の
た
め
の
合
理
的
手
段
で
あ
る
こ
と
の
証
明
を
求
め
る

考
え
は
ま
さ
に
「
憲
法
へ
の
結
び
付
き
」
か
ら
は
説
明
し
得
ず
、
解
釈
主
義
か
ら
の
逸
脱
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
解
釈
方
法
論
に
お
い
て
、
イ
リ
ィ
と
ガ
ン
サ
ー
や
サ
ン
ダ
ロ
ウ
（
＝
熟
議
モ
デ
ル
）
に
は
接
合
点
が
見
出

し
得
る
が
、
リ
ン
デ
（
手
続
遵
守
モ
デ
ル
）
と
の
間
に
は
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
か
し
、
次
節
で
検
討
す
る
よ
う
に
、
リ
ン
デ
の

独
特
な
方
法
論
に
拠
る
も
の
で
あ
る
が
、
彼
の
立
場
を
前
提
に
し
て
も
、
な
お
熟
議
モ
デ
ル
と
し
て
法
形
成
に
お
け
る
適
正
手
続
の
概
念

を
捉
え
る
可
能
性
は
残
さ
れ
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
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㈡
　
リ
ン
デ
の
議
論
の
射
程
と
そ
の
拡
張
可
能
性

　
リ
ン
デ
の
議
論
は
、
法
形
成
に
お
け
る
適
正
手
続
の
重
要
性
を
示
し
な
が
ら
も
、
そ
の
正
統
性
の
淵
源
を
憲
法
お
よ
び
法
律
の
立
法
手

続
に
関
す
る
規
定
に
求
め
た
た
め
、
大
き
な
示
唆
を
与
え
つ
つ
も
、
そ
の
帰
結
が
非
常
に
限
定
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
リ
ン
デ
が
こ
の
よ
う
な
帰
結
を
選
択
し
た
の
に
は
、
以
下
の
三
つ
の
理
由
が
存
在
す
）
88
（
る
。
第
一
に
、
彼
の
司
法
審
査
に
対
し
て
ア
プ

ロ
ー
チ
す
る
方
法
が
功
利
主
義
的
な
も
の
で
は
な
く
、
実
証
主
義
的
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
裁
判
所
は
憲
法
が

規
定
す
る
事
項
を
十
分
に
執
行
す
べ
き
な
の
で
あ
っ
て
、
憲
法
が
要
求
し
て
い
な
い
事
項
を
司
法
審
査
の
名
の
下
に
執
行
す
る
こ
と
を
避

け
る
べ
き
で
あ
る
と
リ
ン
デ
は
考
え
て
い
る
。
第
二
に
、
彼
が
手
続
を
重
視
す
る
立
場
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
リ
ン
デ
が
、

「
ア
メ
リ
カ
公
法
に
お
け
る
試
み
（experim
ent

）
が
後
世
に
引
き
継
が
れ
る
な
ら
ば
、
我
々
が
作
っ
た
法
律
の
実
体
よ
り
も
、
法
形
成
に

適
切
な
構
造
や
手
続
を
課
す
た
め
の
我
々
の
努
力
が
思
い
出
さ
れ
る
で
あ
ろ
）
89
（
う
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
分
か
る
。
第
三
に
、
こ
れ

ら
の
考
え
方
が
リ
ン
デ
の
裁
判
所
に
対
す
る
不
信
と
結
び
付
く
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
彼
は
、
裁
判
官
が
自
身
の
功
利
主
義
的
な
推
測
に

基
づ
い
て
、
個
々
の
事
件
ご
と
に
憲
法
を
拡
充
す
る
裁
判
所
の
能
力
に
懐
疑
的
な
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
理
由
を
踏
ま
え
る
と
、
リ
ン
デ

は
立
法
府
の
主
体
的
・
自
律
的
な
活
動
を
支
持
し
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
、
そ
こ
で
果
た
さ
れ
る
べ
き
司
法
の
役
割
は
非
常
に
小
さ
い

も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
し
か
し
、
他
方
で
、
リ
ン
デ
は
立
法
府
の
権
限
に
対
す
る
憲
法
上
の
制
限
に
留
意
し
て
い
た
と
も
指
摘
さ
れ
る
の
で
あ
）
90
（

る
。
一
見
す
る

と
矛
盾
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
二
通
り
の
評
価
が
存
在
す
る
の
は
、
リ
ン
デ
が
共
和
主
義
理
論
に
コ
ミ
ッ
ト
し
つ
つ
、
法
実
証
主
義
の
立

場
を
と
る
こ
と
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
）
91
（
る
。
リ
ン
デ
は
「
共
和
主
義
理
）
92
（
念
」
に
つ
い
て
語
る
と
き
に
、
立
法
府
の
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ

テ
ィ
ー
や
熟
議
の
重
要
性
を
指
摘
し
、
抽
象
論
の
次
元
で
は
そ
う
し
た
観
点
か
ら
議
会
の
判
断
形
成
は
裁
判
所
に
よ
っ
て
制
約
さ
れ
る
と

考
え
る
も
の
の
、
具
体
論
の
次
元
で
は
立
法
府
の
自
律
権
を
重
視
す
る
傾
向
に
あ
る
。
リ
ン
デ
は
、
一
見
相
反
す
る
よ
う
な
考
え
方
の
中
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で
、
実
体
と
（
憲
法
や
法
律
の
規
定
に
基
づ
く
）
純
粋
な
手
続
を
区
分
し
、
後
者
の
手
続
の
審
査
を
裁
判
所
が
行
う
こ
と
で
立
法
府
の
自
律

的
活
動
を
確
保
す
る
こ
と
に
繫
が
る
と
考
え
て
い
る
よ
う
で
あ
）
93
（

る
。

　
こ
の
よ
う
な
リ
ン
デ
の
法
実
証
主
義
の
立
場
に
対
し
て
は
、
当
然
に
批
判
が
存
在
す
る
。
そ
れ
は
、
合
衆
国
憲
法
や
各
州
憲
法
、
連
邦

法
や
州
法
に
既
に
規
定
さ
れ
て
い
る
手
続
が
不
十
分
な
も
の
と
な
っ
た
場
合
に
、
議
会
に
よ
る
改
正
を
待
た
ず
し
て
は
裁
判
所
が
あ
る
べ

き
「
法
形
成
に
お
け
る
適
正
手
続
」
の
要
件
を
課
す
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
問
題
が
存
在
す
る
。
議
会
に
よ
る
改
正
が
現
在
の
立
法
手

続
よ
り
も
悪
化
し
た
場
合
に
は
、
裁
判
所
に
よ
っ
て
是
正
す
る
こ
と
が
不
可
能
に
な
り
、「
共
和
主
義
理
念
」
と
の
間
で
緊
張
関
係
を
生

じ
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
兼
ね
な
い
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
法
実
証
主
義
そ
れ
自
体
に
問
題
は
あ
る
と
し
て
も
、
ま
た
法
実
証
主
義
を
採
ら
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
立
法
府
に
対
す
る

裁
判
所
に
よ
る
介
入
へ
の
危
惧
と
い
う
観
点
か
ら
、
リ
ン
デ
の
主
張
に
従
っ
て
、
法
形
成
に
お
け
る
適
正
手
続
が
な
さ
れ
た
か
否
か
の
裁

判
所
の
判
断
を
憲
法
や
法
律
の
規
定
に
限
定
す
べ
き
で
あ
る
と
の
見
解
は
直
ち
に
受
け
容
れ
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
リ
ン
デ

が
議
会
に
お
け
る
法
形
成
の
正
統
性
の
根
拠
を
憲
法
や
法
律
の
規
定
に
求
め
た
背
景
に
は
、
法
実
証
主
義
の
立
場
と
は
別
に
、
議
会
に
よ

る
立
法
過
程
の
改
善
に
向
け
た
積
極
的
な
営
為
が
存
在
し
た
こ
と
も
指
摘
で
き
る
か
ら
で
あ
）
94
（
る
。

　
一
九
〇
〇
年
代
初
頭
の
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
立
法
府
や
行
政
機
関
内
部
の
規
制
の
動
き
が
、
一
九
四
六
年
の
議
会
改
革
法

（Congressional Reorganization Act

）
や
行
政
手
続
法
（Adm

inistrative Procedure Act

）
の
制
定
に
繫
が
っ
た
こ
と
か
ら
、
リ
ン
デ
の
論

文
刊
行
の
時
代
は
立
法
過
程
に
対
し
て
最
も
注
目
や
関
心
が
あ
っ
た
時
期
と
考
え
ら
れ
）
95
（

る
。
さ
ら
に
、
上
下
院
の
議
員
構
成
が
大
き
く
変

化
し
た
一
九
七
〇
年
代
の
ア
メ
リ
）
96
（

カ
に
お
い
て
、
連
邦
議
会
が
立
法
府
改
革
法
（Legislative Reorganization Act

）
や
そ
の
後
の
立
法
過

程
に
関
す
る
法
律
を
制
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
以
前
の
閉
鎖
的
な
議
事
手
続
を
公
衆
に
よ
る
監
視
（public scrutiny

）
に
服
す
る
よ
う
に

し
、
少
数
派
政
党
の
権
利
を
保
障
す
る
規
定
も
盛
り
込
ま
れ
た
。
さ
ら
に
、「
議
会
を
強
化
し

0

0

0

0

0

0

、
議
会
の
活
動
を
簡
素
化
し
、
合
衆
国
政

府
の
他
の
部
門
と
議
会
の
関
係
を
改
善
し
、
合
衆
国
憲
法
の
下
に
お
け
る
議
会
の
責
任
を
議
会
が
よ
り
よ
く
果
た
す

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

こ
と
を
可
能
な
ら
し
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め
る
と
い
う
見
地
か
ら
そ
の
組
織
と
活
動
を
勧
告
す
る
」
議
会
活
動
に
関
す
る
合
同
委
員
会
（Joint Com

m
ittee on Congressional 

O
perations

）
を
設
置
す
る
等
の
規
定
が
含
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
）
97
（

る
。
こ
う
し
た
議
院
の
組
織
改
革
の
動
き
は
連
邦
議
会
だ
け
で
な
く
多

く
の
州
で
も
、
議
会
の
制
度
的
能
力
や
そ
の
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
ー
を
強
化
す
る
試
み
と
し
て
存
在
し
て
い
た
。

　
こ
の
よ
う
な
当
時
の
立
法
過
程
を
め
ぐ
る
連
邦
お
よ
び
州
の
議
会
に
よ
る
積
極
的
な
組
織
改
革
の
動
き
は
、
立
法
府
が
自
ら
の
活
動
の

「
合
理
性
」
を
獲
得
し
よ
う
と
す
る
動
き
で
あ
っ
た
と
特
徴
付
け
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
事
象
を
前
提
に
し
て
、
初
め
て
リ
ン
デ
の
議
論
が

前
提
と
す
る
真
実
を
発
見
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
し
て
の
熟
議
が
充
足
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
っ
）
98
（
て
、
議
会
に
よ
る
自
発
的
な
制
度

改
善
の
兆
し
が
な
い
段
階
に
お
い
て
は
、
憲
法
お
よ
び
法
律
の
規
定
以
外
に
も
裁
判
所
に
よ
る
「
法
形
成
に
お
け
る
適
正
手
続
」
の
た
め

の
要
件
を
課
す
余
地
（
熟
議
モ
デ
ル
へ
の
途
）
が
残
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

五
　
お
わ
り
に

　
最
後
に
、
以
上
ま
で
に
得
ら
れ
た
知
見
と
残
さ
れ
た
課
題
を
提
示
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
本
論
文
で
は
、
近
年
の
新
た
な
潮
流
と
し
て

の
準
手
続
審
査
の
背
景
に
「
法
形
成
に
お
け
る
適
正
手
続
」
概
念
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
前
提
に
、
こ
の
概
念
を
類
型
化
し
た
う
え
で
、

各
論
者
の
見
解
を
手
掛
か
り
に
、
当
該
概
念
が
い
か
な
る
背
景
や
根
拠
を
も
っ
て
展
開
さ
れ
て
き
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
た
。

　
こ
の
概
念
の
う
ち
、
熟
議
モ
デ
ル
は
、「
政
治
的
プ
ロ
セ
ス
の
構
造
を
保
障
す
る
」
と
い
う
延
長
線
上
に
裁
判
所
に
よ
る
手
段
審
査
の

可
能
性
を
見
出
し
た
ガ
ン
サ
ー
の
議
論
と
類
似
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
イ
リ
ィ
の
プ
ロ
セ
ス
理
論
と
も
親
和
的
で
あ
り
、
民
主
的
な

政
治
過
程
を
維
持
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
同
モ
デ
ル
に
基
づ
い
て
裁
判
所
が
準
手
続
審
査
を
行
う
意
義
が
見
出
せ
よ
う
。
他
方
で
、
当
該

概
念
の
提
唱
者
で
あ
る
リ
ン
デ
の
手
続
遵
守
モ
デ
ル
は
、
彼
自
身
の
法
解
釈
方
法
論
や
独
特
の
共
和
主
義
理
念
に
基
づ
き
、
そ
の
射
程
が

著
し
く
限
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
裁
判
所
に
対
す
る
不
信
や
制
度
的
能
力
の
み
か
ら
、
法
形
成
に
お
け
る
適
正
手
続
を
確
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保
す
る
た
め
に
裁
判
所
に
認
め
ら
れ
る
審
査
の
射
程
が
狭
い
と
の
結
論
は
導
く
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
た
。
そ
れ
は
、
当
該
概
念
の
射
程

を
狭
く
捉
え
た
リ
ン
デ
で
さ
え
、
立
法
府
に
よ
る
主
体
的
か
つ
積
極
的
な
立
法
過
程
の
改
善
に
向
け
た
営
為
を
重
要
な
要
素
と
位
置
付
け

て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
リ
ン
デ
の
よ
う
な
手
続
遵
守
モ
デ
ル
を
前
提
に
し
て
も
、
議
会
に
よ
る
主
体
的
な
「
合
理
性
」
獲
得
に

向
け
た
営
為
が
な
い
場
合
に
は
、
熟
議
モ
デ
ル
に
基
づ
く
裁
判
所
の
審
査
が
残
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
他
方
で
、
紙
幅
の
関
係
上
、
本
論
文
で
十
分
に
論
じ
ら
れ
な
か
っ
た
問
題
も
あ
る
。
本
論
文
が
前
提
と
す
る
熟
議
モ
デ
ル
が
ガ
ン
サ
ー

の
議
論
と
そ
の
類
似
性
を
見
出
し
得
る
と
し
て
も
、
裁
判
所
が
立
法
府
の
判
断
形
成
過
程
に
諸
要
件
を
課
す
こ
と
ま
で
を
ガ
ン
サ
ー
が
直

接
認
め
た
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
、
憲
法
あ
る
い
は
法
律
の
規
定
以
外
に
、
裁
判
所
が
立
法
府
に
対
し
て
法
形
成
過
程
に
お
け
る
手

続
要
件
を
課
す
こ
と
が
、
準
手
続
審
査
に
対
す
る
批
判
の
一
つ
と
し
て
指
摘
さ
れ
る
「
立
法
府
の
優
位
性
」
と
の
関
係
で
ど
の
よ
う
に
位

置
付
け
ら
れ
る
の
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
こ
う
し
た
問
題
は
、
近
年
の
議
）
99
（

論
も
踏
ま
え
、
稿
を
改
め
て
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

（
1
）  

拙
稿
「
立
法
判
断
の
客
観
化
に
向
け
た
法
的
ア
プ
ロ
ー
チ

―
目
的
手
段
審
査
に
お
け
る
立
法
過
程
へ
の
着
目

―
」『
法
学
政
治
学
論
究
』

一
〇
一
号
（
二
〇
一
四
年
）
三
七
〜
六
九
頁
。

（
2
）  

ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ス
裁
判
官
に
よ
る
準
手
続
審
査
の
適
用
が
端
的
に
表
れ
た
の
が
、
フ
リ
ラ
ブ
事
件
で
の
同
裁
判
官
の
以
下
の
反
対
意
見
で
あ
る
。

「
連
邦
議
会
が
早
計
な
状
態
で
行
動
し
た
こ
と
が
い
か
に
明
ら
か
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
立
法
過
程
に
対
し
て
形
式
的
に
同
様
の
推
定
を
与
え
る

こ
と
は
裁
判
官
が
昔
か
ら
行
っ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
が
、
立
法
府
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
法
律
が
法
の
適
正
手
続
を
欠
い
て
自
由
ま
た
は
財
産
の
剝

奪
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
か
ど
う
か
の
判
断
に
関
連
す
る
も
の
と
し
て
、
そ
の
よ
う
な
手
続
が
な
ぜ
検
討
さ
れ
な
い
の
か
理
由
が
分
か
ら
な
い
。

連
邦
議
会
が
、
平
等
保
護
条
項
の
下
で
厳
格
審
査
に
服
す
る
区
別
を
生
じ
さ
せ
た
と
き
に
は
、
司
法
審
査
は
判
断
形
成
過
程
の
手
続
的
な
観
点
の

検
討
を
含
む
べ
き
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
」。Fullilove, 448 U.S. 448, 550 -551 （Stevens, J., dissenting

）.

（
3
）  

拙
稿
・
前
掲
注
（
1
）
六
〇
頁
。

（
4
）  D

an
iel A. F

arber &
 P
h
ilip P. F

rickey, L
aw an

d P
u
blic C

h
o
ice 118 

（1991

）. 

な
お
、
単
一
主
題
ル
ー
ル
（Single Subject Rule

）

の
観
点
か
ら
法
形
成
に
お
け
る
適
正
手
続
の
議
論
を
扱
う
も
の
と
し
て
、
二
本
柳
高
信
「
ア
メ
リ
カ
州
憲
法
と
単
一
主
題
ル
ー
ル
」『
産
大
法
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学
』
四
一
巻
四
号
（
二
〇
〇
八
年
）
一
七
頁
が
あ
る
。

（
5
）  Laurence Tribe, Structural D

ue Process, 10 H
arv. C.R. -C.L.L. R

ev. 269 （1975

）.
（
6
）  H

ans A. Linde, D
ue Process of Lawm

aking, 55 N
eb. L. R

ev. 197, 255 （1976

）.
（
7
）  426 U.S. 88 （1976

）.
（
8
）  5 U.S.C. 

§ 3301.

「
大
統
領
は
、
①
公
務
の
効
率
を
最
大
限
に
増
進
さ
せ
る
よ
う
、
行
政
機
関
の
公
務
員
の
職
に
個
人
を
選
任
す
る
た
め
の

規
則
を
制
定
し
、
②
就
職
を
求
め
る
者
の
年
齢
、
健
康
、
性
格
、
知
識
お
よ
び
能
力
に
関
す
る
適
正
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
規
定
さ
れ
て

い
る
。

（
9
）  Executive O

rder N
o. 10577 

§ 2 -1, 19 Fed. Reg. 7521, 7522 

（1954

）.

「
委
員
会
は
、
就
職
を
希
望
す
る
市
民
に
関
し
、
受
験
を
許
可

す
る
の
に
適
合
す
べ
き
、
…
…
基
準
を
定
め
る
権
限
を
有
す
る
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。

（
10
）  5 C.F.R. 

§ 338 -101.
「
合
衆
国
の
市
民
で
あ
る
か
、
合
衆
国
に
永
続
的
忠
誠
義
務
を
負
う
者
の
み
が
、
競
争
試
験
受
験
を
認
め
ら
れ
…
…
任

命
資
格
を
認
め
ら
れ
る
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。

（
11
）  M

ow
 Sun W

ong v. H
am
pton, 500 F.2d 1031 （1974

）.

（
12
）  M

ow
 Sun W

ong v. H
am
pton, 426 U.S. at 102.

（
13
）  Id. at 100 -101.

（
14
）  F

arber &
 F
rickey, supra note 4, at 120.

（
15
）  M

ow
 Sun W

ong, 426 U.S. at 103.

（
16
）  Id. at 104.

（
17
）  

こ
の
こ
と
は
、
本
件
で
反
対
意
見
を
執
筆
し
た
レ
ー
ン
キ
ス
ト
裁
判
官
が
、「
立
法
府
の
権
限
に
関
す
る
委
任
法
理
を
発
展
さ
せ
る
た
め
に
、

…
…
手
続
的
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
の
…
…
奇
抜
な
概
念
を
用
い
、
さ
ら
に
平
等
保
護
の
概
念
と
手
続
的
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
と
実
体
的
デ
ュ
ー
・

プ
ロ
セ
ス
の
概
念
を
混
合
さ
せ
て
い
る
」
と
法
廷
意
見
を
分
析
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
も
分
か
る
。Id. at 117, 119 

（Rehnquist, J., dissent-
ing

）.

（
18
）  F

arber &
 F
rickey, supra note 4, at 122 -128.

（
19
）  See Jonathan C. Carlson &

 Alan D. Sm
ith, The Em

erging Constitutional Jurisprudence of Justice Stevens, 46 U. C
h
i. L. R

ev. 
155, 217 -232 （1978

）. 

ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ス
裁
判
官
以
外
の
裁
判
官
に
も
同
様
の
モ
デ
ル
の
適
用
が
見
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
兵
役
登
録
の
義
務
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を
男
性
の
み
に
負
わ
せ
る
連
邦
法
が
問
題
と
な
っ
たRostker v. G

oldberg, 453 U.S. 57, 72 -83 

（1981

） 

で
は
、
と
り
わ
け
連
邦
議
会
が
こ

の
問
題
に
つ
い
て
注
意
深
く
熟
議
を
行
っ
た
こ
と
を
理
由
に
、
当
該
区
別
を
合
憲
と
し
た
。
そ
の
他
に
も
、
社
会
保
障
給
付
資
格
に
つ
い
て
受
給

を
受
け
る
州
に
少
な
く
と
も
一
年
居
住
す
る
こ
と
を
要
件
と
し
て
課
し
た
こ
と
が
平
等
保
護
条
項
違
反
と
し
て
争
わ
れ
た
事
件
で
、
ハ
ー
ラ
ン
裁

判
官
が
立
法
府
に
お
け
る
適
切
な
熟
議
の
欠
如
を
理
由
に
当
該
州
法
を
違
憲
で
あ
る
と
主
張
し
たShapiro v. Thom

pson, 394 U.S. 618, 674 
（1969
） （H

arlan, J., dissenting

） 

な
ど
が
あ
る
。

（
20
）  V

ictor G
oldfeld, Legislative D

ue Process and Sim
ple Interest G

roup Politics: Ensuring M
inim
al D
eliberation through Judicial 

Review of Congressional Processes, 79 N.Y.U. L. R
ev. 367, 405 -408 （2004

）.

（
21
）  430 U.S. 73 （1977

）.

（
22
）  Id. at 98 （Stevens, J., dissenting

） （citing Linde, supra note 6

）.

（
23
）  Id. at 97.

（
24
）  Terrance Sandalow, Judicial Protection of M

inorities, 75 M
ich. L. R

ev. 1162 （1977

）.

（
25
）  Fullilove, 448 U.S. at. 551 n.27 （Stevens, J., dissenting

） （quoting Sandalow, supra note 24

）.

（
26
）  Id. at 551 -552.

（
27
）  U

nited States v. Carolene Products Co., 304 U.S. 144 （1938

）.

（
28
）  Sandalow, supra note 24, at 1163.

（
29
）  Id. at 1164.

（
30
）  Id. at 1165.

（
31
）  Id. at 1183.

（
32
）  Id.

（
33
）  Id. at 1184 -1185.

（
34
）  Id. at 1185.

（
35
）  Id. at 1188.

（
36
）  Id. at 1188 -1189.

（
37
）  Id. at 1189.
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（
38
）  F

arber &
 F
rickey, supra note 4, at 125.

（
39
）  Pow

ell v. M
cCorm

ack, 395 U.S. 486 （1969

）.
（
40
）  M

ark Tushnet, Legal Realism
, Structural Review, and Prophecy, 8 U. D

ayto
n L. R

ev. 809, 823 （1983

）.
（
41
）  5 U.S. （1 Cranch

） 137 （1803

）.
（
42
）  F

arber &
 F
rickey, supra note 4, at 123.

（
43
）  Id.

（
44
）  Id. at 127.

（
45
）  

立
法
の
「
質
」
の
向
上
に
つ
い
て
、
制
度
や
司
法
審
査
の
観
点
か
ら
検
討
す
る
も
の
と
し
て
、
宍
戸
常
寿
「
立
法
の
『
質
』
と
議
会
に
よ
る
将

来
予
測
」
西
原
博
史
編
『
立
法
シ
ス
テ
ム
の
再
構
築
』
六
〇
頁
（
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
、
二
〇
一
四
年
）
が
あ
る
。

（
46
）  

リ
ン
デ
の
経
歴
を
簡
単
に
紹
介
す
る
。
彼
は
一
九
二
四
年
に
ベ
ル
リ
ン
で
出
生
し
（
父
は
ド
イ
ツ
の
弁
護
士
）、
そ
の
後
に
家
族
と
と
も
に
デ

ン
マ
ー
ク
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
そ
し
て
オ
レ
ゴ
ン
州
に
移
住
し
た
。
彼
は
ド
イ
ツ
語
が
話
せ
た
こ
と
か
ら
第
二
次
世
界
大
戦
時
に
軍
隊
か
ら
通
訳
と

し
て
雇
わ
れ
た
。
そ
の
後
、
一
九
四
七
年
に
リ
ー
ド
大
学
か
ら
学
士
号
を
取
得
し
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校
の
ロ
ー
・
ス
ク
ー
ル

に
入
学
し
、
ロ
ー
・
レ
ビ
ュ
ー
の
編
集
委
員
長
を
務
め
た
後
、
一
九
五
〇
年
に
卒
業
し
た
。
ロ
ー
・
ス
ク
ー
ル
卒
業
後
の
一
年
間
は
ア
メ
リ
カ
連

邦
最
高
裁
の
ダ
グ
ラ
ス
裁
判
官
の
ロ
ー
・
ク
ラ
ー
ク
を
務
め
、
そ
の
後
の
二
年
間
は
国
務
省
の
法
律
顧
問
局
と
国
連
総
会
の
合
衆
国
代
表
団
顧
問

を
務
め
た
。
そ
れ
か
ら
オ
レ
ゴ
ン
州
に
移
り
、
オ
レ
ゴ
ン
大
学
教
授
と
し
て
学
者
生
活
を
開
始
し
た
も
の
の
、
同
州
出
身
の
連
邦
議
会
上
院
議
員

（Richard N
euberger

）
の
立
法
担
当
秘
書
と
し
て
再
び
首
都
ワ
シ
ン
ト
ン
に
戻
り
、
三
年
間
そ
の
職
を
務
め
た
後
、
一
九
五
九
年
に
よ
う
や
く

オ
レ
ゴ
ン
大
学
に
戻
っ
た
。
一
九
七
七
年
に
は
州
知
事
か
ら
オ
レ
ゴ
ン
州
最
高
裁
判
所
裁
判
官
に
指
名
、
一
九
七
七
年
に
選
出
、
一
九
八
四
年
で

再
選
し
て
か
ら
一
九
九
〇
年
ま
で
裁
判
官
の
職
を
務
め
た
。
リ
ン
デ
は
、
学
者
、
弁
護
士
、
裁
判
官
と
し
て
連
邦
の
三
権
で
の
職
歴
を
有
す
る
数

少
な
い
人
物
で
あ
る
。See Philip P. Frickey, H

onoring H
ans: O

n Linde, Lawm
aking, and Legacies, 43 W

illam
ette L. R

ev. 157, 
158 -159 （2007

）.

（
47
）  413 U.S. 528 （1973

）.

（
48
）  Id. at 534.

（
49
）  Frickey, supra note 46, at 166.

（
50
）  Linde, supra note 6, at 200 -201.
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（
51
）  Id. at 208.

（
52
）  Id. at 209.

（
53
）  Id. at 212.

（
54
）  Id.

（
55
）  Id. at 215.

（
56
）  Leathers v. City of Burns, 444 P.2d 1010 （1968

）.

（
57
）  Linde, supra note 6, at 217 -218.

（
58
）  G

erald G
unther, The Suprem

e Court, 1971 Term
 ‒ Foreword: In Search of Evolving D

octrine on a Changing Court: A
 M
odel 

for a N
ewer Equal Protection, 86 H

arv. L. R
ev. 1, 8 （1972

）.

（
59
）  

松
井
茂
記
『
二
重
の
基
準
論
』
九
九
頁
（
有
斐
閣
、
一
九
九
四
年
）。

（
60
）  G

unther, supra note 58, at 20 -22.

（
61
）  Linde, supra note 6, at 223 -224.

（
62
）  Id. at 224.

（
63
）  Id. at 226.

（
64
）  Pow

ell v. M
cCorm

ack, 395 U.S. 486 （1969

）.

（
65
）  Eastern R.R. Conference v. N

oerr M
otor Freight, Inc., 365 U.S. 127, 144 （1961

）.

（
66
）  California Transp. Co. v. Trucking U

nltd, 404 U.S. 508 （1972

）.

（
67
）  Linde, supra note 6, at 231.

（
68
）  Id. at 239.

（
69
）  Id. at 240.

（
70
）  Id.

（
71
）  

平
等
保
護
に
関
す
る
連
邦
最
高
裁
の
審
査
の
変
化
を
民
主
政
観
の
変
化
と
と
も
に
論
じ
る
も
の
と
し
て
、Bertrall L. Ross II, D

em
ocracy 

and Renewed D
istrust: Equal Protection and the Evolving Judicial Conception of Politics, 101 C

al. L. R
ev. 1565 （2013

） 

が
あ
る
。

準
手
続
審
査
の
検
討
に
お
い
て
は
、
そ
の
前
提
た
る
民
主
政
観
と
の
考
察
も
必
要
で
あ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
別
稿
を
予
定
し
て
い
る
。
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（
72
）  F

arber &
 F
rickey, supra note 4, at 122 -123 n.31.

（
73
）  Jo

h
n H

art E
ly, D

em
o
cracy an

d D
istru

st: A T
h
eo
ry o

f Ju
d
icial R

ev
iew 

（1980

）. 

邦
訳
と
し
て
、
ジ
ョ
ン
・
Ｈ
・
イ
リ
ィ
（
佐
藤

幸
治
・
松
井
茂
記
訳
）『
民
主
主
義
と
司
法
審
査
』（
成
文
堂
、
一
九
九
〇
年
）
が
あ
る
。

（
74
）  Id. at 74.

（
75
）  Id. at 75.

（
76
）  
松
井
茂
記
『
司
法
審
査
と
民
主
主
義
』
二
五
五
頁
（
有
斐
閣
、
一
九
九
一
年
）。

（
77
）  

松
井
・
同
　
二
二
四
頁
。

（
78
）  G

erald G
unther, The Convention M

ethod of A
m
ending the U

nited States Constitution, 14 G
a. L. R

ev. 1, 18 （1979

）.

（
79
）  Id. at 19 -20.

（
80
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